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例 言

1.本書は,都市計画道路福岡三谷線街路事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 2冊 日で,高松市林町

に所在する宗高坊城遺跡の調査報告 を収録 した。

2.発掘調査及び整理作業については,高松市教育委員会が実施 した。

3.発掘調査から報告書刊行 に至るまで,下記の関係機関の助言 と協力を得た。記 して謝意 としたい。

香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 讃岐文化遺産研究会

4.宗高坊城遺跡の調査は,平成 10・ 11年度 に文化振興課 文化財専門員 山元敏裕,小川賢が行い,整理作

業 も同 2名 が行 った。

5,報告書掲載の遺物写真撮影は,杉本和樹氏 (西大寺フォト)に委託 した。

6.第 4章 第 2節  宗高坊城遺跡出土土器の胎土分析 について白石純氏 (岡 山理科大学)に委託 した。

7.第 4章 第 1節 高松市宗高坊城遺跡 より出土 した赤色顔料付着遺物の蛍光X線分析 を魚島純一氏 (徳 島

県立博物館)に依頼 し,玉稿 を頂いた。

8.本書の第 3章第 7節 ・第 5章 第 2節 の執筆 を山元が,そ れ以外の執筆は小川が行い,編集は山元 。小川

が行 った。

9,本文の挿図として,国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「高松南部」及び高松市都市計画図 2千五百

分の 1「林」を一部改変 して使用 した。

10。 発掘調査で得 られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管 している。

11.本報告書の高度値は海抜高を表 し,方位は座標北 を表す。

12.本書で用いる遺構の略号は次の とお りである。

SB:掘立柱建物 SK:土坑 SE:井戸 SD I溝 罰■ 墓 SR:旧河道 SX:不明遺構

13.土壌及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色 帖 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法

人日本色彩研究所色標監修)に よる。
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第 1章 調査の経緯 と経過
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第 1節 調 査 の 経 緯

宗高坊城遺跡は,香川 インテリジ ェン

ト・パー クか ら四国横断 自動車道高松中

央イ ンターチェ ンジヘ と続 く都市計 画道

路福 岡三谷線南工区予定地内におい て所

在が明 らか とな った遺跡 である。この高

松 中央イ ンターチェ ンジ付近には,縄文

時代 晩期 ～弥生 時代 を中心 とす る林 ・坊

城遺跡が ,香川 インテリジ ェン ト・パー

ク付 近で は,弥生 時代 ～近世 に至 る複合

遺跡 であ る空港 跡地遺跡 が所在 し, これ

らの 中間 に位置 する本遺跡は,計画 当初

か ら遺跡の所在が想定 されていた。

平成 10年度 に新 規工事 区間 につい て試

掘調査 を実施 した他 ,拡幅工事 区間につ

いて も随 時,工事 立会 を行い遺跡 の確認

調査 を行 った。その結果 ,新規工事 区間

内の うち,埋蔵文化財が確 認 された延長

約350mの 区間につい て,発 掘調査 を行

うこ とで事業主管課 であ る都市計画課 と

合意 した。

第 2節 調 査 の 経 過

発掘調査 は,上記の区間内のうち,現有

道路 ,用水路 ,宅地跡 を除き,そ の結果

7分割 された調査区 (計4,058♂)につい

て実施 した。調査 区の北端 となるⅦ区 に

ついては,高松 市教育委員会の直営 で平

成11年 6月 10日 ～ 8月 13日 の期間におい

て調査 を行 った。残る I～ Ⅵ区の調査 に

ついては,(株)大王工務店 に発掘調査掘

削工事 を委託 し,平成11年 3月 23日 ～ 9

月17日 の期間で調査 を行 った。

また遺跡 の空中写真撮影 ・測量 図化 の

作業 につ い て は ,航 空測量 業務 と して

(株)国 際航 業に委託 し,平 成11年 6月

18日 , 8月 11日 , 9月 8日 にイ子つた。
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第 1図 調査区位置図 (1/2,500)



第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地 理 的 環 境

瀬戸内海に北面 した香川県のほぼ中央部 に低い山塊

に囲まれた高松平野がある。平野は南か ら五色台へ と

続 く山地を西 限 とし,立石山山地を東限 とし囲まれた

東西 20 k m,南北 16 k mの 範囲 に及 んでい る。いず

れの山地 も花 聞岩の上に緻密で侵食の受 けにくい安山

岩がギャロップと呼ばれる形でかぶさってお り,そ の

ため平野周囲の山塊のように侵食解析か ら取 り残 され

た台状の平坦面 を有 する山地 (メ サ),あ るいは平野

内部に見 られ る由良山等の孤立丘 (ビ ュー ト)と なっ

てお り,高松平野の自然環境 を特徴付けている。

高松平野は,完新世に入つてか ら形成 されたもので
,

讃 岐山脈か ら流 下 し瀬戸 内海へ と注 ぐ香 東川 をは じ

め ,本津川,春 日川,新川などによって搬出された堆

積物 により緩やかな傾斜の扇状地を形成 している。 第 2図 遺跡位置図

石清尾山山塊の西 を直線に北流する香東川は,17世紀に人工的に改変 された もので,そ れ以前は石清尾山

山塊の南側 を回 り込んで平野中央部 を東北方向に流れていた。高松平野には,こ れ以外 にも旧流路は存在 し,

現在では水田および市街地の地下に埋没 して しまっているが ,空中写真等から,林町か ら木太町へかけての

分 ケ池 ,下池,長池,大池,ガ ラ池 を結ぶ流路等数本の旧河道が知 られてお り,発掘調査で もその痕跡が確

認 されている。今回の調査地である宗高坊城遺跡 も旧河道を確認 している。

第 2師 歴 史 的 環 境

高松平野中央部では,大池遺跡で表採 された縄文時代草創期の有舌尖頭器が最古の事例 として上げられる。

長い空白の後 ,縄文時代晩期 に居石遺跡,林・坊城遺跡が旧河道に沿って見 られる。土掘 り具 と考えられる

石器や伐採具 (居石 ),諸手鍬や手鋤 (林 ・坊城 )の 木製品があ り,平野部での開墾・初期農耕の状況が う

かがわれる。

続 く弥生時代前期 には,上西原遺跡で大畦畔並びに小 区画水田が検出され,さ こ 。長池 Ⅱ遺跡で も前期末

を下限 とする小区画水田が広範囲に検出されている。集落では,前期中棄～後半にかけての天満・宮西,汲
仏遺跡で環濠が確認 されてい る。中期では掘立柱建物,竪穴住居か らなる集落が 日暮・松林,松林,多肥・

松林遺跡 に所在 し,ま たこの下流域 となるさこ・長池遺跡周辺にも集落が所在 している。後期では遺跡数が

増加 し,主要な集落 として上天神遺跡,空港跡地遺跡,天満・宮西遺跡 ,凹原遺跡,日 暮・松林追跡が挙げ

られる。

古墳時代 になると,石清尾山山塊では著名な積石塚古墳が造営 され,平野中央部の空港跡地遺跡において

は前方後円 。前方後方形の周溝墓をはじめ墳墓群が検出されている。一方,居石遺跡では,旧河道に設けら

れた取水 口近 くより3面 の小形?製鏡が出土 し,さ らに取水口からのびる溝では木樋が確 認 されてお り,水
祀及び灌漑施設整備の状況が窺える。その後の中期 。後期では,六条 。上所遺跡,太田下・須川遺跡で集落

跡が見 られるが,総 じて集落数は少ない。

古代の高松平野では, 日本最古の荘園絵図 とされる「弘福寺領讃岐国山田郡田図」比定地が所在 し,ま た

条里遺構 に関するものが目立つ。田図北地区比定地 より北東に位置する木太本村 Ⅱ遺跡では, 8世紀代の井

戸が確認 されている。条里 に関連 した遺構の検出例 は多 く,中 で も松縄下所遺跡の道路状 遺構は 7世紀後半

に位置づけられ ,条里施工の初現 とされている。また,さ こ・長池 Ⅱ遺跡では旧香川 ・山田郡界上に道路状

遺構 を検出 している。

中世では,神 内城跡,佐藤城跡 (キ モン ドー遺跡)に 関連する堀跡などが検出されている。空港跡地遺跡

では区画溝 をもつ居館跡等 ,中世期 を通 じて遺構・遺物が確認 されてお り,平野部での村落の様相 を窺い知

ることとなった。

また,空港跡地遺跡周辺では旧軍用飛行場建設 によって地割が大 きく改変 されているが,発掘調査 によっ

て検出 した条里溝等か ら近世 。近代期の失われた景観の復原が試み られている。
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3 木太本村 I遺跡    4 天満 。宮西遺跡   5 キモンドー遺跡

8 上西原遺跡      9 大池遺跡

11 上天神遺跡      12 大田下須川遺跡   13 蛙股遺跡

16 井手東 I遺跡     17 さこ 。長池 I遺跡  18 さこ 。長池遺跡

21 六条・上所遺跡    22 宗高坊城遺跡   23 汲仏追跡

26 日暮・松林遺跡    27 多肥松林遺跡   28 松林遺跡

31 弘福寺領田図比定地南地区          32 宮西・―角遺跡

34 空港跡地遺跡

第 3図 宗高坊城遺跡周辺主要遺跡分布図 (1/25,000)
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査区の設定と遺構番号
宗高坊城遺跡の発掘調査 は,現有の道路等 により7分割 される。委託業務で行 った調査区は,その調査順

序に従い I～ Ⅵ区と呼称 し,直営で行 った調査区については,Ⅶ 区と呼称する。

遺構番号については,煩雑なものについては整理作業時に随時変更 を行 った。なお今回,ピ ット及び鋤跡

等でまとまりを持たない もの については報告の対象外 とした。また近世・近代期の遺構 ・遺物についても省

略 し,重要 と考えられるものについては概要のみを示 している。

第 2節 遺 跡 の 概 要 と基 本 層 序

1遺跡の概要

旧河道 となる I・ Ⅱ区で縄文 時代晩期～弥生時代前期の複数の流路 を確認 した。また,旧河道の両岸で弥

生時代後期～古墳時代の遺構及び遺物包含層 を確認 した。V区では古代の溝,弥生時代後期 の溝を 2面 で検

出 した。Ⅲ・Ⅳ区は全体的に近代 に属するもので占められるが,Ш 区で古代の溝 ,Ⅳ区で弥生時代後期～古

代の遺物包含層 を確認 した。

2基本層序

本遺跡は,旧地形により I・ Ⅱ区が埋没 旧河道,Ⅲ ～Ⅶ区が低地～微高地 となる。遺跡全体の堆積層 を上

位か ら概観すると,中近世以降の耕作土 と考えられるシル ト質極細砂→古墳時代～古代の所産 と考えられ る

褐灰～灰褐色シル ト質粘土→ 弥生時代後期～古墳時代初頭の所産 と考 えられる黒掲色砂混 じリシル ト→安定

した砂層→縄文時代晩期～弥生時代前期の泥炭化層→厚 く不安定な砂層の順で見 られ る。Ⅲ・Ⅳ区の微高地

上では,ほぼ表土及び旧耕作土直下で,遺構のベース面 となる責色砂及び礫層が認め られる。

L=12.60m

0                1m

① :花周上

② :25Y4/1黄 灰色砂混シル ト質極細砂 (旧 耕作土)

③ ;2.5Y5/1黄 灰色ンル ト質極綱砂

④ :5Y6/2灰 オリーブシル ト質細砂 (し まらない)

⑤ :25Y6/3に ぶい黄色ンル ト質極細砂 (し まる)

⑥ :10YR5/1掲 灰色ンル ト～粘土

10YR3/2黒 褐色粘土 (耕作土 ?)

10YR3/1黒 褐色砂質シル ト

25Y7/2灰黄色細砂 (や やしまる)

10YR211黒 色粘土 (植物遺体 流本を含む 泥炭化 SR埋土 )

10YR7/1灰 白色細砂

⑦

③
③

⑩

①

東壁土層図 (1/40)
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第 3節 IoⅡ 区 (第 4・ 5図 )

1旧河道

SR01:I・ コ区の北端部を北東へ と走 る旧河道である。検出 レベルは, I区 で11.10m前 後, Ⅱ区で

11,00m前後である。底面は, I区で10.55m前 後, Ⅱ区で10,25mを 測る。埋土は,泥炭化した黒掲色粘土

で流木等の植物遺体 を含 む。出土遺物は第12

図 2他土器片数点のみである。

敬
――
〃
λ

第12図  SR 01・ 02出土遺磁 (1/4)

SR01・ 02よ り下位で は,厚い砂の堆積が見 られ ,よ り営力の大 きな旧河道の存在が窺える。両旧河道 と

も湿地状の堆積物で充填 されてお り,大 きな旧河道の水流が停滞 していた時期のものと考えられる。この時

期は,出土遺物から縄文時代晩期～弥生時代前期 と考えられ,こ れ以降弥生時代後期 までの間では,水流 を

示す薄い砂層 と緩慢な自然堆積 と考えられる粘土層が認められる。この緩慢な堆積が見 られる間,旧河道付

近は比較的安定 していたと考 えられ, Ⅱ区南部では遺構が検出されている。以後,明確な砂層の堆積は認め

られず ,常時は低湿地状の環境で あったと考えられる。なお,Ⅱ 区南部で溜 り状 となったSR02の 南東側で
,

蛇行する支流が調査区東壁の観察により確認 されたが,出 土遺物が極めて希薄であったため,掘削を行わな

かった。

SR01・ 02出土遺物 (第 12図 ):1は ,縄文土器深鉢。屈曲型の突帯文土器で口縁部端部に刻みが施 さ

れる。 2は ,弥生土器甕。如意状の国縁で胴部に多条沈線文が見 られる。 1は縄文時代晩期後半, 2は 弥生

時代前期中葉 と考えられる。

2Ⅱ 区遺構

ST01(第 13～ 15図 ): Ⅱ区南東部で確認 した土器棺墓である。検出レベルは,11.50m～ 11,48m,底

面は,H。38m前後を測 る。検出 した掘 方の平面形状は,不正な長方形で長軸方向に約1,18m,短軸方向に

0.78mを 浪1る 。但 し,遺構の埋土は③層であるが判別がつかずに掘削 したため,遺物が露出した状態 となる

③層上面で検出を行つている。遺物は,壺 (6)が北西に口を向け,重 (5)は 反対方向の南東方向に口を

向け横たえられていた。共に,胴部上面が欠損 している。蓋 と考えられる大形鉢 (2)が,重 (5)の肩部

に,高杯 (1)。 甕 (3)が重 (6)の両肩に置かれる。 また壺 (6)の 底部 と壺 (5)の頸部の間に頭大

の石が据 えられていた。他の 4, 7, 8の 遺物は,北半の空いたスペースに埋納 されていたものと考えられ

るが断定できない。

ST01出 土遺物 (第 15図 ):1は 高杯。 2は大型の鉢。 3は 奏。 4は ,広口重口縁部で,口縁部端面に鋸

歯文が施 される。 5'6は 広口こ。 7は鉢の底部。 8は壼 (?)の底部。整理時において,いずれも接合部

の状態が悪 く,出 土時の状態に比べ,接合・復原できる割合が少なかった。 1・ 2・ 3・ 5・ 6の形態か ら,

弥生時代後期後半,大嶋編年 (大 嶋2001)の様相 4に位置づけられる。

SK01(第 13・ 14・ 16図 ):Ⅱ 区南東部で確認 した土坑で ある。検出レベルは,11.61m～ 11.63

m,底面は,11,坐 m前後を沢1る 。検出 した平面形態はほぼ円形で,長軸方向は約0,45m,短 軸方向は0.4m

を測る。埋土は,黒褐色シル トの単層であ る。遺物は,甕 (1),小型鉢 (2)が出土 した。 これらの遺物

及び確認面か ら,上記の罰Юlと 同 じ時期 と考えられる。

SK02(第 17・ 18図 ):Ⅱ 区南東部で確認 した土坑 である。調査区東壁で確認 したため,一部は調査

区外 に広がるため未調査 となった。検出レベルは,12,00～ 11.88m,底面は,11.80m前後を測る。検出 し

た平面形 態はほぼ円形 と考えられ,長軸は約1.5mを 測る。埋土は,黒褐色砂 質シル トの単層 である。遺物

は,小形の重 (1)が出土 している。層序及び出土遺物から,古墳時代前期 と考えられる。

SR02:I区 中央部, Ⅱ区を蛇行する旧河道

である。幾つかの支流に分かれ, Ⅱ区中央部で

溜 り状 となる。検出レベルは, I区で11,00m

前後 , Ⅱ区で11,00～ 11.25m。 底面は,10.40
m～ 10.80m前後 を測るが,流路の方向が明確

なものではない。埋土 は,S R01と 同様で泥炭

化 した黒褐色粘土に流木等 を含む。所属時期 を

示す出土遺物は第12図 1の みである。

鰻́ 弐
0           10cm
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第13図  I tt ST01・ SK01遺物出上状況図 (1/20)

L=12.00m

①
②

③
④

⑤
⑥

②

花高土

2.5Y4/1黄灰色砂混シル ト質極細砂 (旧耕作土)

2.5Y5/1黄灰色ンル ト質極細砂

5Y6/2灰オリ…ブ色シル ト賞細砂
2.5Y6/3にぶい黄色シル ト質極綱砂

10YR5/1褐 灰色シル ト～粘土

10YR3/2黒 褐色粘土 (耕作土 ?)

W           E

L〓11.70m   L=11.70m

7.5YR3/1黒 掲色シル ト

SK01
⑥ :7.5YR3/1黒褐色～4/1掲灰色砂混シル ト質粘土

◎ :2.5Y7/2灰 黄色細砂 (ややしまる)

① :10YR6/3明 黄褐色極細砂

⑩':7.5YR211黒 色粘土

① :7.5Y5/1掲 灰色シル ト

第14図  Ⅱ区 東壁土層図②・SK01断面図 (1/40)
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第15図  正区ST01出土遺物 (1/4)

Ⅵ

0            1ocm
第17図  Ⅱ区SK02出 土遺物 (1/4)
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第16図  Ⅱ区SK01出土遺物 (1/4)



L=12.00m

花筒土

旧耕作土十竹桶
5Y6/2灰 オリーブ色ンルト質細砂
10YR5/1褐 灰色シル ト～粘土

10YR3/2黒 褐色粘土

7 5YR3/1黒褐色砂質シル ト

(SK02増巳土 )

L〓12.00m

⑥ :7.5YR3/1黒 褐色～4/1褐灰色砂混シルト質粘上

③ :25Y7/2灰責色細砂 (や やしまる)

⑫ :2.5Y6/1黄 灰色砂～25Y6/3に ぶい黄色砂

礫のラミナ状推積

①
②

④
⑥

②
①

第18図  Ⅱ区 SK02平面図 (1/40), I区 東壁土層図③ (1/40)

3Ⅲ 区遺物包含層

Ⅱ区南東部を中心に,遺物を包含 した黒褐色～褐灰色土層 (③層)が認められた。遺物は摩減・風化が著

しいが,30?入 コンテナで約 2箱分が出土 した。

4Ⅱ 区①層出土遺物 (第 19図 ):1～ 3は高杯。 4・ 5は ,頸部が直線的に外傾する細頸壺。 6～ 9は甕。

10～ 14は 底部。14は 製塩土器で,胎土に角閃石を多 く含む。15～ 181よ 広口壷。15～ 17は下川津B類土器に

類するが ,や や黄色みを帯び角閃石が少ない。19の 頚部と体部境には,刺突文が見られる。20・ 21は 重の

頸体部。石器はSlの打製石庖丁のみで,本遺跡全域 においても石器類の出土は極めて少ない。以上の出土

遺物より,③層は弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭の堆積物と考えられる。

51区 遺物包含層

I区⑩層 (第 20。 21図 ):I区 の北端部,埋没旧河道西岸で確認 した多量の遺物を包含する地積層である。

黒褐色の土砂 (砂礫混 じリシル ト)に 30?入 コンテナで約50～ 60箱分の土器片・木片を含んでいた。⑩層は,

SR01の埋土とした泥炭化層 (③層)と 西端部では安定 した砂層の上部に,約 30～ 40c mの 厚さで堆積する。

地積状況や微高地上のV区遺構埋土 (⑤ ・⑤'層 )と 酷似 した堆積物であることから,西側の微高地上から

流入 した可能性も考えられる。洪水等により流入, もしくは人為的な廃棄によるものと考えられ,調査区の

西側に集落が所在 した可能性が推定できる。

61区⑩層出土遺物 (第 22～ 30図 )

当遺物包含層の土器片が遺跡全体における出土遺物の約 8割以上を占める。概観すると,弥生時代後期後

半～古墳時代前期初頭の土器群と考えられ,一部に弥生時代後期前葉の特徴を有するものも認められる。代

表的なものを図化 し,可能な限り胎土分析を実施した。

1～ 10は 広口重で, 1～ 8は下川津 B類土器の形態を示すものである。 1～ 4は ,短い口縁部がやや斜め

上方に伸び,頸部が太いタイプ。 4は ,肩が張らず九みを帯び,胎土はやや橙色を呈して角閃石を観察でき

ない。 5'7は体部径が小さく長頸のもので,頸部に箆描 き沈線文が施される。 8は ,器壁の厚い大形のも

ので,口縁は長 く外方に伸び,強い横ナデが施される。 6も 同形のもので,頸部に縦方向の沈線文が見られ

る。 5,6の体都上半には,刷毛後に斜行するミガキ調整が施される。 9・ 10の胎土は,橙色を呈する。 9

はなで肩の体部から太い頚部が付き,緩やかに外反して短い口縁となる。101よ ,丸みを帯びた体部に太い頚

部が付 き,中位で屈 曲し口縁に至る。H～ 14は広口重の口縁部。11は ,大 きく上下に拡張 した口縁端部に

鋸歯文を施す。顎部には刷毛調整が見られる。121よ 下川津B類土器の口縁部。

内面に赤色顔料の付着が認められる。13,14は ,口縁端部 に円形の刺突文が施される。141ま ,や や小形の

広口壺で,精緻な胎土に角閃石を多 く含む。15は 口縁が水平に開く。 17・ 18は重の頸部で,そ れぞれ体郡

-16-
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との境に刻 目突帯・刺 突文が施される。181ま 磨 き調整が施 され,や や赤色 に発色する箇所がある。19,20
は体部 で,191ま 灰 白色 を呈する胎土で,ほ lF丸底化 している。20。 21は ,下川津 B類土器 の体～底部。21

は肩の張 る体部で ,底部は九底に近い。22,23の 底面は平面 を残す。24～ 401よ広口重 。24。 25は灰白色 を

呈する胎土で,頸体部 は刷毛調整である。241ま水平 に開 く口縁 を,25は 口顎部が緩やかに外反 し短い 口縁

をもつ。26は ,な で肩の体部に短い頸部,斜め上方に開 くやや長めの口縁を有する。体部外面 に叩 き,顕体

部の内外面 に刷毛調整が見 られるが,非常に荒 く仕上げられている。 28・ 29,31・ 33,34は ,ほ ぼ同系 と

考えられるやや精緻 な浅黄色の胎土が用いられている。28。 291ま顕部 が長・短であ るが,頸体部外面 にや

や装飾 的な刷毛調整が施される。31は ,日縁が水平に開き,頸部にはミガキ調整が見 られる。 331ま ,刷毛

調整で頭部外面 に箆描 き沈線文が施される。341ま ,33と 同じ長顕だが,頚部が内傾 し,日縁部 に横ナデを

加え,端部 を斜め上方に摘 み上げる。30は ,日縁 部が水平方向か らやや垂下 し,端部 に面 をもつ。 321ま ,

口縁が長 く斜め上方に伸び,端部を内側に摘 み上げる。35～37は ,頸部がラッパ状 に外反 し口縁部に至る。

36の胎土 は下川津B類土器 と近似 してい る。38～40は ,体部か らハの字に広がる口顕部を有す る。38の頸

体部境 には,擬口縁状 となる接合痕が明瞭に認められ る。内面には,塗土の下 に接合以前の調 整痕を残す。

胎土中に金雲母が目立つ。41～ 46は複合口縁重。41は ,や や長め に内傾する口縁 で,胎土は掲 色で角閃石

を含む。 44～ 46は ,日縁部が外反 し屈曲箇所 に小 さな突出が見 られる。47～ 501ま 短頸重。47は精緻な胎土

が用い られ,日縁端部に面 を持つ。48は九みを帯びた肩で,日縁部内面への肥厚が認 められる。49・ 501よ ,

下川津B類土器 と酷似 した胎土 を有する。49は ,肩 の張 る体部 より口頚部が直立する。全体的に精緻なつ く

りで口頚部 に鋭い横ナデ,体部内面 には顕著な指押 えが見 られる。51～ 56は 長頸壷 。511ま ,退化 した凹線

状の横ナデが施 され ,後期前葉の形態を呈する。521よ ,緩やかに口縁部へ と外反する。521よ 下川津B類土器

の胎土で ,下川津 I式以前の形態である。55・ 56は細顕壼 。54・ 551ま 口縁都へ と直線的に外反 し,56は 内

彎気味 とな り下川津 B類土器。 58・ 59は ,細顕重 の体部。591よ 玉葱形 となり,56と 同じ形態の体部 と考え

られる。 571ま ,やや小形 の広口壼で,肩が九み を帯び,口縁部が水平に開 く。口縁端部 は拡張 された面を

もつ。60は やや小形のこで,下膨れの体部か ら口頸部がハの字形に広がる。内外面刷毛調整で,体部外面に

一部 タタキ痕 を残す 。内面 は,体部下半 まで削 り調 整が行われる。61～ 63は ,小形 で丸底の鉢 また は三。

64・ 65は ミニチュア土器。641ま やや橙色 を呈するが,65は角閃石を多 く含み精緻な胎土を有す る。66～ 86

は高杯。66は ,角 閃石 を多量に含む胎土で,後期初頭 に見 られる形態だが,外方向にのみ口縁端部が拡張さ

れる。67～ 72は ,杯部が中位で外反するもので,下川津B類土器の高杯 もしくは鉢である。口縁部内外面は,

工具 に よると考えられる鋭い横 ナデ,杯部外 面は荒い磨 き調整で削 り痕を残す。75～ 771ま ,円盤充填法に

より成形 され,杯部内外面に分割磨 きが施 され る。77～ 811よ ,裾部が緩やかに外反する高杯脚部で,端部

が僅かに肥厚 もし くは上下に面をもち,内面に削 り痕が認 められる。 73,741ま 高杯。731よ ,灰 白色 を呈す

る精緻な胎土 を用い,日縁部が長 く外反する。74は小振 りの杯部で,胎土はにぶい黄色 を呈 しやや粗い砂礫

を含む。82～ 861よ 高杯脚部。821ま精製で,一部赤色 を発する箇所がある。脚部に沈線文を 2箇所,中位 に1

対裾部に 2対の穿孔 を有する。85,86は 低脚の ものである。87～ 941ま ,下川津 B類土器の大形鉢。93は 口

縁部があまり外反せず ,や や内側に突出する端部は凹状 となる。他は,小形の高杯 とともにほぼ同形態のも

ので,口縁部には連続する横ナデ,杯部外面 にケズ リが施 される。内面には刷毛 ,磨 きが見 られるものもあ

る。95～ 981ま ,大形鉢の片 口部。口縁端部の形態か ら,93の 片口に98が該当する。99～ 105は 鉢。99は 大

形の もので,体部から「 く」字に屈曲し,日縁部 には片国が付 く。100も 同形で,内面に磨 きが認められる。

101は 碗形に近 く,底は九みを帯びる。外面下半 を削 り,上半を横ナデ,内面に刷毛調整を施す。102～ 104

は器高が高 く,口縁が内彎気味に立ち上がる もの。底部は平底で突出するもの ,やや九みの帯 びるものがあ

る。外面は 103・ 105に 叩 き痕,1021こ亀裂痕が認め られる。内面は 1021こ 分割 した刷毛調整が ,1031よ放射

状の磨 き調整が認められ る。いずれも灰 白色 を呈する精緻な胎土が用いられる。 106～ 1101ま ,尖底部に穿

孔 された土器で甑底部 と考えられる。Hl～ 1151ま 下川津B類土器の甕。116は ,頸部が「 く」字 に屈曲する。

叩 き痕 を残 し,内外面 に刷毛調整 を行 う。胎土は,鈍い黄色 を呈 し砂礫 を含む。117は ,「 く」字に屈 曲す

る頚部か ら口縁 が大 きく外反す る。 1181よ ,広 口壼あ るいは甕の口縁 部で,端部 は垂 れ下が り面 をもつ。

119は 大形の もので,強 く張る肩か ら頸部で「 く」字に屈曲し,日縁 に至る。やや内側 に突 出する端部は凹

状 をなす 。胎土は,褐色 を呈 し角 閃石が含 まれる。120は ,体部から緩やかに屈曲し,端部 を下方に拡張す

る。精緻な胎土に角閃石を含み,後期前葉に位置づけられる。 1211ま ,九みを帯びた体部か ら屈曲し,短い

口縁部の もの。1221ま ,「 く」字に屈曲し口縁部 を外方向に摘み出す。内面は頸部まで削 り痕が認められる。

胎土は,精緻で比重が重 く,121と 同様 に角閃石 が見 られ る。123は ,頸吉卜で「 く」字 に屈 曲するもので
,

内外面 に刷毛調整が見 られる。1241ま ,細 身で卵形の体部をもつ。125は ,やや九みを帯びる体部か ら「 く」
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I区 10層 出土遺物① (1/4)
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I区 10層 出土遺物③ (1/4)
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第25図  I区 10層 出上遺物④ (1/4)

-23-



80

I区 10層 出土遺物⑤ (1/4)
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字に屈曲し,日縁部端部を上方に摘み上げる。外面には磨 きが加え

られる。126～ 1321ま ,叩 き甕。129・ 1321よ 頸部に叩 き痕が残 るも

ので,九みを帯びた体部か ら長い口顕部 とな り,頸部・口縁部でそ

れぞれ屈曲する。127で は,口頸部が短 く屈曲する。 ともに内面 に

は,頸部 に至る削 り痕が認 められ る。128・ 130は 小形のもので ,

頸部が「 く」字に屈 曲し,や や内彎 して立ち上がる。133～ 1461よ

底部。133は ,下川津B類土器の甕底部 。134～ 1371ま ,外面に叩 き

痕が認められる。底面は,平底 を呈す ものとやや不明瞭なものが あ

る。138は手捏ねと考えられるが,角 閃石を含 む精緻な胎土を用 い

て焼成 も良い。139～ 144は 台付鉢の底部 と考 える。1451ま 138と 同

じ胎土 を用いた製塩土器。内面に赤色顔料の付着が認められ,容器
Cm 

として使用 されたと考えられる。146は 底部 としたが,端部の刻み ,

内面の粗雑 なつ くりか ら支脚等 の受け部の可能性 も考 えられる。

第 30図 I区 10層 出土遺物③ (1/4)
147は 支脚で,筒形の中空 の もの。 内面 に刷毛調整が,正面側の端

部には刻みが認められる。裏面側は煤 が付着 している。148は ,手
握ねの ミニチュア土器。

出土木製品 (第 31・ 32図 )

⑩層上位では形を留めて遺存するものがあまり見られなかったが,下位では製品と考えられるものが散在

して出土 している。Wlは ,枝を払って両先端部を尖らしたもので,円形の穿孔部が見られる。W5と 共に

部材 (織機か ?)と 考えられる。W2は ,曲柄鋤身で左半分が欠損する。右側面には,着柄部と考えられる

狭 りが見 られる。W3は ,W2同 様の板状のものだが器種は明確ではない。W5は裏面側が欠損 しているが

棒状のもので,下端部に面取 りの加工がなされている。上端部には方形の穿孔がなされており,中位には紐

状の圧痕が螺旋状に認められる。W6も 加工木で,裏面側の下端部のみが炭化 しており転用品と考えられる。

断面が三角形となるように木 目に沿って正面側に加工がなされる。正面側に方形の 3個所の窪みを加工して

いること,両側面方向から裁断しようと思われる加工が見られることから鋤身を連続して作出しようとした

第31図  I区 10層 木製品出土状況図 (1/40)

，

〃

γ

ＴＮ
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10cm

第32図  I区 10層 出土遺物⑩ (1/4)
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第 4節 V・ Ⅵ区 (第 6・ 7図 )

当調査区は埋没旧河道の北に位置する低地である。遺構確認は両調査区ともに,黒褐色土 (⑤ ・⑥層)上面と

これを除去した黄色の地山で行った。Ⅵ区は,第 1遺構面で時期不明のピットを検出し,須恵器片が出土したの

みである。V区の第 1遺構面では,南北・東西方向に分岐する水路網 (SD101・ 103～ 106)と これより後出する

東西方向の溝 (SD102)を 確認 した。第 2遺構面では南北方向の水路 (SD201～ 203)と 溜り状の遺構 (SX201)

を確認 している。

V区 第 2遺構面 (第 7図 )

SD201(第 33・ 42図 )iV区 西部端で検出した南北方向の溝である。検出レベルは11,22～ 11,50m,底面は

10,93～ ■ ,07m。 底面のレベルに全体的な傾斜や方向性は認められない。断面は橋鉢状 を呈 し,埋土は 3層 に分

層できる。最下層 には溝が機能 していた時のラミナ状の堆積が見 られ,溝廃棄後 に両岸より砂質土が流入し,そ
の後は綾瞑に埋没したと考えられる。遺物は 8が最下層より, 1～ 7が上層部 より出土 している。 8は奏底部で,

外面にヘラ磨 き,内面に削 りが認め られる。胎土は角閃石を多 く含む。弥生時代後朗 でも前葉頃の所産 と考えら

れる。 1・ 2・ 7は 甕の口縁都。 3・ 4は 甕底部① 5は重底部。6は壺の頸体部。溝土層 は,甕 の形態及び球体

化 した底部等から弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭 と考えられる。よってSD201は ,弥生時代後期前葉～古

墳時代前期初頭の存続時期が考えられる。

SD202(第 34・ 42図 )iV区 中央部で検出した南北方向の溝である。検出レベルは11.34～ 11.62m,底面は

11.24～ ■ .46m。 緩やかに北方へ下る。断面はU字形である。埋土は 2層 に分割されるが,上位層 はSX201と 共

通 している。出土遺物は少量で 2点 を図化で きた。 1は奏の口縁部。 2は広口重の口縁部。これらの遺物及び

観鬱01と の関連から弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭 と考えられる。

―

ヤ
3

10cm

プ
５o            10cm

ヽ

(

第33図  Vtt SD201出 土遺物 (1/4)

第34図  Vtt SD202出 上遺物 (1/4)

10cm
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第35図  SX201出上遺物 (1/4)



SD203(第 42図 ):V区 北東隅で検出 した南北方向の溝である。検出レベルは11.37～ 11.47m,底面は11.21

～11.27m。 南方へ と下るものだが,SX201に 繋がる箇所で分岐し急激に浅 くなる。断面はU宇形である。埋土は

SD201の 上部層 とほぼ共通する黒褐色土の単層である。遺物は出土していないが,SX201と の関連及び埋土の特

色から弥生時代後朗後半～古墳時代前期初頭と考えられる。

SX201(第 35図 )iV区 北東隅で検出 した浅い窪み状の遺構である。検出レベルは11.55～ ■.58m,底 面は

11.48～ 11,53m。 埋土は灰白色砂の単層である。SD202及銚 D203に 接する箇所が浅い溜 り部となったもので,

遺物が一定量出土した。撹乱のため明確ではないが,SD204に 繁がるものと考えられる。 1は鉢。2は甕口縁部。

3は広口壺の口縁部。 4はこの体部。 5は底部である。遺物より弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭と考えら

れる。

SD204(第 42図 )iV区 南東隅で検出 した小溝である。検出レベルは11.60～ ■ .61m,底面は11.50～ 11.52

m。 断面はU字形で,埋土は黒褐色砂混 じリシル トの単層である。遺物は出土していないが,SX201と の関連及

び埋土の特色から弥生時代後期後半～終末期と考えられる。

VoⅥ区第 1遺構面 (第 6図 )

SD101(第 36・ 41図)iV区 中央部を南北に走

る溝である。中央部で分岐 (SD101W・ S D 101E)

した箇所がある。検出レベルは11,45～ 11,70m,底

面は11,26～ 11.58mを 測 り,緩やかに北方へ下る。

埋土は灰掲色 シル ト～砂混じリシル トの単層である。

出土遺物は少量で,黒色土器椀 (1),土師器杯 (2)

から概ね10～ 12世 紀代の所属時期が考えられる。

SD102(第 38・ 40図)iV区 中央部を東西に横

断する溝である。方向は現況の地害Jにほぼ一致する。

検出レベルは11,57～ 11.62m,底面は11.50～ 11.54

m,緩 やかに東方へ下る。坦土は黄灰色砂混じリシ

ル トの単層 。出土遺物は,土師質土器煮沸具の脚部

1点のみ。遺物及び埋土の特徴,切 り合い関係か ら

中世と考えられる。

0           10cm

第36図 VttSD101出土遺物 (1/4)

第37図 Ⅵ区 出土遺物 (1/4)第 38図 V ttSD102出 土遺物 (1/4)

SD103(第 39図 )iV区 北東部,SD105よ り発

する南北方向の小溝である。方向は現況の地割にほぼ一致する。検出レベルは11.49～ 11,52m,底 面は11.44～

11.47m,緩 やかに北方へ下る。埋土は灰褐色シルト。出土遺物はないが,埋土の特徴 からSD101と 同時期と考え

らヤ化る。

SD1 04(第 39図)iV区 北東都,SD105よ り発する南北方向の小溝である。東西方向にも分岐する箇所があ

る。検出レベルは11,48～ 11.52m,底 面は■ ,44～ 11,47m,緩 やかに北方へ下る。埋土は仄褐色シル ト。出土遺

物はないが,埋上の特徴からSD101と 同時期と考えられる。

SD105(第 40図 ):V区 北東部で検出 した東西方向の溝である。検出レベルは■.52～ 11.56m,底 面は11,38

～■.41m,緩 やかに西方へ下る。南側肩部が拡張 しており,東 において分岐するものと思われる。埋土は灰褐色

砂混 じリシルト。出土遺物はないが,埋土の特徴からSD101と 同時期と考えられる。

SD106(第 41図 )iV区 西部端で検出 した南北方向の溝である。検出レベルは11.55～ 11,68m,底面は11.45

～11.57m,緩 やかに北方へ下る。埋土は灰褐色シルト。出土遺物はないが,埋上の特徴からSD101と 同時期と考

えられる。

以上,当該期の溝 を位置関係・底面高からまとめると,幹線と考えられるSD101が北流 し,SD106が これに並

走する。SD105は ,SD101か ら東に配水を行うが,途中で北方向のSD103,104に も配水するものと考えられる。

0            10Cm 0            10cm
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L〓11.80m

① :花高土

② :耕作土

③ :25Y6/2灰 黄色シル ト質極細砂

④ :2.5Y6/4に ぶい黄色シル ト質極細砂

⑤ :7.5YR3/1黒 褐色粗砂混シル ト (し まる)

⑥ :7.5YR3/2黒 褐色砂質シル ト

② :2.5Y6/4に ぶい黄色細砂～シル ト (地山)

L〓11.80m

⑩ :7.5YR5/2灰褐色シルト (SD101,103,104埋 土)

⑤'110YR3/1黒褐色シルト (粘質,SD201埋土)

① :10YR4/1褐 灰色砂質シル ト (SD201埋 土)

◎ :7.5YR3/1黒褐色シル ト・10YR6/1褐 灰色の細砂のラミナ状堆積 (SD201埋土)

⑫ :10YR3/2黒褐色ンル ト (SD202埋 土)

① :10YR5/12褐灰色細砂 (SD202埋土)

花同土+現耕作土

2.5Y6/2灰黄色シル ト質極細砂
10YR7/6明 黄褐色シル ト

7.5YR5/3灰褐色砂混シル ト (SD105埋土 )

第39図  V区 耳ヒ壁土層図 (1/40)

第40図  V区 東壁土層図①② (1/40)

N              S
L〓12αhに_____一―――上こ12に00m

①

工  二

① :花筒土+現耕作土

③ :2.5Y6/2灰 黄色シルト質極細砂

① :10YR7/6明黄褐色シルト

⑮ :2.5Y6/1黄灰色砂混シルト (SD102埋土)

l Fn

①
③

①

⑩

中的7"的
7.5YR5/2灰褐色シル ト

SD101W

L〓11 70m L〓11.70m

⑤ :7.5YR3/1黒 掲色粗砂混シル ト (し まる)

⑤':10YR3/1黒 褐色ンル ト (粘質)

① :10YR4/1掲灰色砂賃シル ト

③ :7.5YR3/1黒 褐色シル ト・10YR6/1掲灰色細砂のラミナ状堆積

⑦ :2.5Y6/4に ぶい黄色細砂～シル ト (地山)

断面①土層図

SD106
0        1m

断面図 (1/40)

W
L=11,60m

⑤ :7.5YR3/1黒 褐色粗砂混シル ト (し まる)

⑤':10YR3/1黒 褐色シル ト (粘質,SD203埋 土)

① :2.5Y7/1灰 白色細砂 (SD202埋 土,SX2 01と 共通)

(SD201埋 土)① :7.5YR3/1黒 褐色シル ト・2.5Y7/1灰 白色細砂のラミ

状堆積 (SD202埋土)

断面②土層図
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第 5節 Ш区 (第 8図 )

当調査区は,埋没河川南側の微高地に位置する。北西部に低地部分があ り,こ れを境に南側で礫層が認め

られ,以南は微高地が広がる。表土 (花 筒土)の ほぼ直下で地山が認められ,遺構検出面 とした。下記に報

告する以外 にも,ピ ット,長方形の土坑が散在 して検出 されたが,出土遺物がな く埋上の特色 よ り近世・近

代に比定 されることから詳細は省略する。

SD01(第 43・ 44図 ):調査区の南端部で確認 した東西方向の溝であ る。検出レベルは,12.43～ 12.48

m,底 面は12.30～ 12.33m。 流路方 向は明確でない。埋土は褐灰色シル トの単層であ る。出土遺物は少量

で,図化で きるものは土師器杯底部 (10世 紀頃)1点 のみである。

SD02(第 44図 ):調査区の南部で確認 した東西方向の溝である。花尚土による整地痕が激 しく,中央部

で明確 に検出で きなかったため 3分割 (SD02W oSD02N o SD02S)と なったが,本来は同一の溝 と考 え

られる。検出レベ ルは,12.39～ 12.49m,底 面は12,35～ 12.43m。 流路方向 は明確でない。埋土は褐灰色

シル トの単層である。出土物はないが,埋土がSD01及びSD03と 同様であるため同時期 と考えられる。

SD03(第 43・ 44図 ):調査区の南端部で確認 した東西方向の溝で

ある。検出レベルは,12.28～ 12.49m,底 面は12.28～ 12.34m。 緩や

かに西方 に下る。埋土は褐灰色シル トの単層である。出土遺物 は少―E
で,図化できるものは土師器杯底部 (10世紀頃)。

ヽ_剰 ∠々  と型
=哲

1                     2

0            10cm

SD04(第 47図 ):調査区の北西部で確認 した南北方向の溝である。第43図 Ⅲ区SD 01、 03出土遺物 (1/4)

N

L=12.70m

S

L=12,70m

N        s

L〓12.70nl      L=12.70m

予

SD02N

N     S
L=12 70m   L=1270m

寸

SD02S

N

と=12,70m

S

L=12.70m

SD03

0        1m

第44図 Ⅲ区SD 01～ SD 03断面図 (1/40)

現況の地割方 向とほぼ一致 し,坪界 に相当す る調査区の北端部付 近 で僅 かに東 に傾 く。検 出レベルは
,

12.10～ 12.25m,底 面は12,04～ 12.15m。 緩やかに北方に下る。埋土は,明黄褐色 シル ト及び最下部 の黄

灰色 シル ト質細砂 に分割される。出土遺物はない。埋土及び周辺の状況か ら近世～近代 と考えられる。

SD05(第 47図 ):調査区の北西部で確認 した南北方向の溝である。現況の地割方向とほぼ一致 し,坪界

に相当する調査区の北端付近 で僅かに西 に傾 く。検出レベルは,12.03～ 12.24m,底 面は12.04～ 12.1lm。

緩やかに北方に下る。埋土は明黄褐色シル トの単層 で,出土遺物はない。埋土及び周辺の状況から近世 ～近

代 と考えられる。

SD01(第 45図 ):調査 区の西部で確 認 した 2× 4間 の側柱建物である。梁間6,75m,桁行 3.05mの規

模 をもつが ,西側が調査区外のため明確で はない。主軸は現況の地割方向に一致 する。柱間の距離は,梁 間

で約 1,7m,桁行で約 1,5m。 柱穴は,ほ ぼ円形で底面のレベ ルもほぼ一定 して見 られる。埋土は全て黄灰色

シル ト質極細砂で,遺物の出土はなかった。埋土及び周辺の状況から近世～近代 と考えられる。

SX01(第 46図 ):調査区の北西部で検出 した近代以降の所産である水場遺構である。長方形の掘 り込み

が段差により2分割 し,砂礫層の末端部 となる北東隅 には井戸 (鉄 製の井側)が設置 されている。南部のも

のが一段下が り角材を,北は角礫 を敷 き,そ れぞれ上部構造物の土台 と考えられる。またSD04・ 05を 切 り

込んで開削されているが ,こ れより南ではSD04がややず れた位置で検出されてお り,両溝の分 岐点,若 し

くは西への屈曲点に位置 していたと考 えられることからSD04,05と 関連 した施設であると推察できる。 地

元の人の話 しによれば,昭和初期 まで渇水時に使用 された潅漑用の水車であるという。

① :10YR4/1褐灰色ンル ト (やや砂質)

SD01
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25Y6/6明黄褐色シル ト (か たくしまる)

2.5Y7/6責灰色シル ト質極細砂 (SD04 05埋土 )

2.5Y6/3にぶい責色細砂 (SD04埋土 )

撹乱

第47図 Ⅲ区北壁土層図 (1/40)
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第 6節 Ⅳ区 (第 9図 )

当調査区の南東部はV・ Ⅵ区 より続 く低地であ り,その坦土が弥生時代～古代の遺物包含層 (⑤・④層 )

となっている。以北は微高地となり,埋没旧河道の方向に砂礫層が認められる。この砂礫層は,近現代の撹

乱を受けてお り (土取 り?),こ の下位で石組みの井戸 (S E01)を 確認した。この他,旧耕作土直下とな

る近代の整地層直下で,多数のピット,長方形の土坑,井戸等を上記の遺物包含層上面で,微高地上では地

山において検出した。検出時にはS E01と 併存するものと想定したが,掘削の結果,出土遺物の大半は近代

以降の所産で ,ま た調査区は昭和初期まで宅地であったが,その後耕作地になったという話を地元の人より

得た。このことから,SE01を 除くⅣ区の遺構群は近代の旧宅地跡と考えられる。

井戸 (第 51・ 52図 )

SE01(第  図):調査区中央部で確認 した石組み井戸である。北半は大きく削平され,石は抜かれてい

る。このため掘 り方の平面形は精円のように見 られるが,本来は径約2mの 円形 と考えられる。掘 り方の断

面は逆台形をし,中位より上方にハの字に開くものと考えられる。拳～人頭大の角礫が用いられ,井側が径

0,8m程の円 もしくは隅丸方形となるように組まれている。検出高の約 lmで底面に達 し,細砂層か ら湧水

が得 られる。遺物が底面付近で 1点 出上している。 1は 土師質土器煮沸具の脚部で中世と考えられる。

包含層 (第 48図 )

⑤層 (第 49図):Ⅳ区の南部,地山とした責色細砂層の上部に堆積する弥生土器片を含む遺物包含層。1は
,

頸部において「く」字に屈曲する奏で,体部は下膨れとなる。 2は甕口縁部で,日縁が矮小化 し肩が張る。

3は高杯口縁部で,日縁部は長 く連続 した横ナデが加えられる。 4は管状土錘である。

①層 (第 50図 ):Ⅳ 区の南部,⑤層の上部に堆積する古代の遺物包合層。 1は土師器羽釜の日縁部で,端部

は内側に折 り込まれ,鍔端部は上方に伸ばされる。 2・ 3は大形の須恵器片。 2は ,外面に凹線と波状文が

施される。 4は須恵器杯底部。 5は黒色土器A類椀の底部である。

-35-



4

第50図 V区④層出土這物 (1/4)

てN

L=11.00m

N
L=1210m

① :アスファル ト+花高土

② :旧耕作土

③ :2.5Y6/8明黄褐色シル ト質極細砂

配水管

④ :7.5YR4/1褐灰色砂混シル ト

⑤ :7.5YR3/1黒褐色砂質シル ト

⑥ :5Y6/3オ リーブ黄色細砂 (し まる、地山)

第48図 Ⅳ区西壁土層図 (1/40)

① l

o             10cm

|

L=11 00m

第49図 Ⅳ区⑤層出土遺物 (1/4)

◎
□

第51図 V tt SE01出土遺物 (1/40)
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第52図 Vtt SE01平・断面図 (1/40)



第 7節 Ⅶ区

Ⅶ区基本層序 (第 53図 )

第 3章第 2節 「遺跡の概要 と基本層序」で述べているとお り,Ⅶ 区は微高地部分 にあたる。この為,後世

の影響 を受けている部分が多 く認められ,調査区北半分の耕作土・床土 下は中世頃と想定される褐灰色シル

トの土壊層 (水 田層)が存在するのに対 して,南半分の現耕作土 ・床土下は基盤層である明黄褐色シル トが

現れる。基盤層である明責褐色シル トは南か ら北に向けて緩やかに下るが,調査区北端では,耕作 による上

部土壌層か らの撹乱があ り,上面は凹凸が激 しい。

一
          = / L〓11,00m

L坐 __十 ~

調査区北端 から22m 調査区北端から41m

3a 10YR7/6明黄掲色ンル ト (ベ ース)現耕作±                 2a 10YR6/1褐 灰色ンル ト
床± 10YR6/3に ぶい黄橙色シル ト質極細砂 2b 10YR5/1褐灰色シル ト

第53図 Ⅶ区東壁土層図抜粋

Ⅶ区遺構

Ⅶ区は,今回実施 した宗高坊城遺跡の北端にあたる調査区である。遺構 は溝 1(S D01),土坑1(S K01),

出水状遺構 1(S X01),石組み暗渠 (S D02・ 03),鋤溝群等 を確認 した。

SD01(第 54・ 55図 ):調 査区の南端で確認 した東西溝である。西半部南側では肩が広がる部分がある。

溝の規模 は幅1,60m,深 さ50cmで あ り,土層は 4層 に分層できる。堆積土のうち, 2層 にはにぶい黄橙色 シ

ル トをブロック状 に含むことか ら,あ る時期,人為的に溝が埋め られた可能性が考えられる。溝の特徴 とし

て溝底近 くに杭が打たれてい る状況を確認 した。杭は,溝の東半分 を中心に確認 しているが,検出 した杭の

配置に計画性は認められない。確認 した杭は残存状況が悪 く最 も残 りの よいもので も20cm程度である。溝内

では縦杭 とは別に横方向に置かれたと想定される木 も1点認められるが, これのみであることから,すべて

の箇所 に横木が使用 されていたかは不明である。確認 した杭が溝内に露出 している状況や杭の確認位置が部

分的である状況か ら,護岸用 として部分的に打設 された杭であると考 えられる。

溝の方向か ら,現在高松平野に残存する条里方 向に合致する溝であるが,方 1町 の土地割 りか らは27m北

にずれている。Ⅷ区の南側は調査前には民家が存在 していたことを考 え合わせると,溝は屋敷の北側 を区画

する役 目と,水田への水懸 か りを兼ねた機能であ ったものと想定 される。出土遺物は9～ 10世紀にかけての

遺物 も少量見 られるが ,周辺部か らの混 じり込みと考 えられ,遺物の量から少なくとも江戸時代には開削 さ

れ機能 していた溝が,周辺部の配水方法の変化に伴い18世紀後半以降に廃棄 されたものと想定される。

l～ 22が S D01か ら出土 した遺物である。 1～ 4は須恵器であ る。 11ま 杯の底部で ある。華奢な高台がつ

く。 2は 平底の杯である。 3は底径か ら皿になるものと考 えられる。 4は 重の底部である。 5～ 9は 染付で

ある。5は 火舎であると考 えられ,日縁部外面には四方欅文を描 く。 6は小皿で外面 には赤絵で太陽?を 描 く。

7は小碗で外面は菊に梅の文様 を,日縁部内面は四方程文を描 く。8'91よ 碗である。 8は外面には二重網 目

文を 9は 外面に圏線 と中央部に不明文 を描 く。10～ 131ま 陶器で ある。 101よ 蓋のみ の出土であるが ,急須の

蓋にな るものと想定 される。11は 碗である。12は 明石焼の悟鉢であ る。体部の条溝が見込み に入 らない こ

とから,18世紀後半 以降の ものであ ると考えられ る。131よ 肥前刷 毛 目鉢である。形態等か ら18世 紀中頃か

ら末にかけての ものと想定される。14～ 21は 瓦質土器で ある。14・ 15は 土釜の口縁 部である。161ま 土釜の

体部で ,字の判読 はで きないが ,外面には粘土で貼 りつ けた文字が認め られる。17～ 191よ 火鉢である。17

は体部片であるが外面 には獅子の顔 に見える突起物 を作 り付けてある。内面調整のハケメの位置か ら把手 に

なるもの と想定 され る。直接 は接合 しないが ,内面の調整法等か ら,17・ 181よ 同一個体であると考えられ

る。18は 体部外面に凹線が1条引かれ,そ の下には草 のような模様が描かれている。内面下半はハ ケメであ

る。19は 底部である。 20・ 211ま 鍋であ る。形態等か ら内耳がつ くもの と想定され るが,こ の破片 には内耳

は認め られない。221ま 破片であるが土師器の火鉢の底部であると想定 される。

_~ __生 __十 ~

調査区北端 から3m

-37-



＼ミ____ユ 5=三 正三ゲ
12

0             10cm

L〓 11.50m

W09・ トト〓■

0         2m

10YR5/1褐灰色シルト
10YR5/4褐灰色シルト(にぶい黄橙色シルトをブロック状に含む)

10YR4/4褐灰色シルト
10YR7′3にぶい黄橙色シルト

1平・ 断面 図

L〓11.50m

Щ09・ トト〓■

S
ｍ

Ｎ

〓‐‐
・
４。

一

Ｌ

１

２

３

４

0       1m

第 54図 SDO

ー
ミ  1主

(       十    
一

十_「
~¶

5

Fl~76

14

戸 三司___訳《
15

]ヽ【::テ4~~~~「7'8 箋

く
(三Ξ三王そこラ少i。

― _く5戸
多
11

想

▽

堀
ヒ _____L二 三 二

=(ダ
19

SD01出 土遺物 (1/4)

-38-

第55図

22



Ｅ

Ｏ

∞
．
ｒ

ｒ
＝
コ

Ｚ

第56図 SK01平・断面図

煮 ~~~す ~~~q

1.10YR5/2灰 黄褐色シル ト

2.10YR3/1黒 掲色シル ト

0            10Cm

第59図 SX01出土遺物 (1/4)

可 瓦

第57図 SK01出 上遺物 (1/4)

r。        1。 cm

―
l-21

o                2m

N
L〓11.40m

1,10YR6/刊 褐灰色シル ト

2 10YR5/1褐灰色ン,レ ト

3 10YR5/2灰 黄褐色ンル ト

4.10YR4/1褐灰色ンル ト

第58図 SX01平・断面図
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SD02(第 10図 ): 調査区の 中央部で確認 した東西方向の石組み溝である。暗渠 2と 約 5mの 距離 をお

き平行 している。幅28cm,深 さ20cmの 規模 をもち,検出長は11,6mで ある。遺構は S X01と 重なり,西側

の延長は不明である。溝内部は一辺が5 cm前後の小礫で充填 されている。小礫の上部は床土であるにぶい黄

橙色シル ト質極細砂 と2b層 である褐灰色シル トが混在 した土で充填 されている。遺物の出土 はない。

SD03(第 10図 )i S D02と 同様 に調査区の中央部で確認 した東西方向の石組み溝である。幅22 cm,深

さ22calの 規模 をもち,検出長8.Omで ある。暗渠 1と 同様 に溝内部は一辺が5 cm前 後の小礫で充填 されている。

遺物の出土はない。

SK01(第 56・ 57図 ):平 面形が逆三角形状 を呈する土坑である。東側を出水状遺構に切 られているた

め,正確 な規模 は不明であるが,現存の規模 は東西2.20m,南北1.70m,深 さ1 0cmで あ る。土坑の底は平

坦である。土坑の埋土は 2層 存在 し,土坑北側か ら西側 にかけての斜面部に堆積する黒褐色シル トとそれ以

外の部分 に堆積する灰黄褐色 シル トがある。遺物は土師器鍋口縁部片,須恵器杯身片等が出土 してい る。 1

は土師器の鍋である。口縁端部は若千つまみあげる形態をする。 2は破片が小 さなことから不確定要素があ

るが,国縁端部が外反することから須恵器杯身であると考えられる。 1・ 2と もに破片であることから細 か

な時期 を決めることはで きないが, 1は 中世, 2は古代の ものと想定される。このことから土坑の時期 は中

世頃の所産 と考えられる。

SX01(第 58・ 59図 ): 調査区中央部 で確認 した遺構である。平面形は達磨状 を呈 し,遺構の新旧関係

は,前述の S K01を 切 り,暗渠 1に切 られる。遺構の規模 は長軸7,Om,短軸 (西側)3,Om,短 軸 (東側 )

3.35m,深 さは (西側 )62cm,深さ (東側 )5 1cmで あ る。この遺構の特徴 として,遺構東側の北側および

南側斜面部 を中心に円礫 を部分的に使用 した石積みが認められる。確認 した石積みについては ,崩落が著 し

く,本来,斜面部全てに石積みが施 されていたか不明である。土層は 4層 存在 し,いずれもシル トであるこ

とか ら,堆積状況か ら徐 々に埋没 していった状況が認め られる。当遺構の特徴 として,調査中において も湧

水量 が多かったことか ら,湧水 施設であ ると想定 されるが ,当遺構の下方 には,湧水施設か らの導水施設

(溝 )が現在は認められないことから,現段階では部分的な水掛 りに関係する施設 と想定 してお きたい。

1は 染付の三の口縁部 と考えられる。2は 龍泉窯系青磁の小碗である。幅広の鈍い蓮弁をもつこと  か

ら森田分類のⅢ-2類 に該当するものであると考えられる。 3は染付の皿である。小片であるため全体の文

様構成 を確認することはできないが ,外面は渦 を,内面は区画文を描 く。 4は備前焼小徳利の底部で ある。

外面 にはヘラケズリが認められる。

鋤漏 (第 10図 ):調 査区北端 を中心に概ね東西方向を指向する溝群で,調査区内 を通 して続 くものは認め

られず ,いずれの溝 も断続的に確認 した。規模 に多少の差はあるが溝幅20～ 30 cm,溝 間10～ 1 5cm,深 さ

2～ 5cmと 非常 に浅い。確認 した溝は上記の特徴か ら,耕作 に伴 うものであると考えられる。鋤溝埋土中か

らの遺物の出土はない。

土壌層 (第 60図 ):調 査区北半部 において平面で確認 した褐灰色シル トである。最 も深い北端 では1 5cm程

の堆積が見 られるが ,南半部は後世の削平により存在 しない。土壌層の比較的残 りのよい北半部において畦

畔の検出を行 ったが,上部の削平が著 しく確認で きなかった。土壌層からの遺物は出水状遺構 S X01の 西側

周辺部 を中心 に比較的大 きな破片が出土 している。

1～ 4は北半部の土壌層から出土 したものである。1は瓦質の福鉢である。口縁部は上下に多少拡張する。

内面 には4条 の条溝が認められる。2は 須恵器壼の底部である。底部はしっか りとした高台がついている。 3

は須恵器 の杯身である。口縁部のかえりを欠損す るが,華奢なか えりが付 く形態 になるもの と想定される。

4は 土師器奏の口縁部である。口縁端部はつまみあげない形態をするもので,日縁部内面 と,頸部外面にハ

ケメが認め られる。 5～ 121ま S X01の 西側 を中心 に出土 したものである。 5～ 8は杯蓋,回径は12～ 1 4cm

で口縁部 と天上部の境の稜は明瞭である。口縁部内面 に段 を持つ ものと持たないものが認め られ,持たない

ものが時期的には後出するものであろ う。 9～ 11は 杯身である。日径は13.5～ 15.5 cmで ある。11は 法量等

か ら8と セ ットになるものと考えられ る。 121ま 染付の碗 である。内面には吉祥文字 と考えられる「回・貴」

に見 える文字 が描かれている。13～ 18は S X01の 東側 を中心 に出土 したものである。 13・ 14は 須恵器の杯

蓋である。上記の 6・ 7同様,口縁部内面 に段 を持つ。 15。 161よ 須恵器の杯である。171よ 弥生土器壺の底
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部と考えられる。18は 泥面子 もしくは紡錘車の未製 品であると考えられる。 土壊層出土土器の出上位置 を

みた場合 ,北半部については古代から中世の遺物が出土 し, S X01を 挟んだ周辺部に限定 して古墳時代の須

恵器が出土 している。古墳時代の須恵器は,当調査区以外の調査対象地か らは出土 していない状況 を考 える

と,当調査区周辺に古墳時代の遺構の存在が想定 される。また,12を 除 く他の出土遺物を見た場合,当土壌

層の長期間にわたる使用が考えられる。

″

A=5

プ

‐ｏｃｍ

―○一〇
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第60図 土壊層出土遺物 (1/4)

側溝掘削時出土遺物 (第 61図 )

1は サヌカイ ト製のスクレイパーである。

下縁部は片方 か らのみの調整により刃部を

つ くる。上縁部は両側 か らの粗い調整がみ

られるが ,敲打 による背潰 しが認められな

いことか ら,未製品である ものと想定され

る。

0                5c rn

第61図 側清掘削時出土遺物 (1/4)
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第 4章 自然科学的分析・胎土分析

第 1節 高松市宗高坊城遺跡より出上 した赤色顔料付着遺物の蛍光 X線分析について

徳島県立博物館 魚島純一

高松市教育委員会 の依頼 を受けて,宗高坊城遺跡出土遺物の表面に付着 した赤色顔料 の同定を目的 とした

定性分析 を行 ったのでその結果を報告する。

1,試 料

宗高坊城遺跡出土 土器破片 (台付鉢底部)1点  (第 29図 145)

土器内面底部付近に,赤色顔料が点々と付着 していることが肉眼で容易に観察で きる。

2.方 法

蛍光 X線分析装置 を使 って試料表面の非破壊定性分析 を行 い,試料 に含まれる元素の種類 を調べ,用 いら

れた赤色顔料 を推測することとした。

分析 には徳島県立博物館 に設置されたテクノス製エ ネルギー分散型蛍光 X線分析装MREX630Lを 用い

た。

測定の条件は次のとお り。

X線 管 I Mo
X線管 s電流  :0.2m A
測 定 時 間 :100秒

3.結 果 と考察

X線管電圧 :50k V
検 出 器 :Si(Li)
測定寡囲気 :大気

試料の内面 に付着 した赤色顔料部分 を分析 した結果,Hg(水 銀 )

この試料 に付着 した赤色顔料はHg(水銀)を 主成分 とする水銀朱

が検出された (第 62図 )。 このことから,

(辰砂 HgS)で あると考えられる。

ENERGY(KeV〉

第62図 試料内面赤色顔料付着部分の蛍光X線分析結果
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第 2節 宗高坊城遺跡出土土器の胎上分析 ―下ナII津 B類土器の分析を中心に一

岡山理科大学自然科学研究所

白 石   純

1.分析の目的

宗高坊城遺跡出上の弥生時代後期～古墳時代初頭の土器で、多量の角閃石 。長石の混入や形態的特徴から、

いわゆる『下川津 B類土器』と呼ばれている土器がある。)。 しかし、中には角閃石の合有量が少ない土器が

みられる。そこで、これら土器が理化学的な胎土分析でどのように分類されるか。特に、下川津 B類土器の

なかで、細分が可能か。また、高松平野部の上天神遺跡 (2)、 空港跡地遺跡 °)、 中間西井坪遺跡 い、岡清水遺

跡 的から出土 している下川津 B類土器が遺跡や地域で、胎土に違いがあるかどうか。そして、同平野部の6

地点でサンプリングした粘土と遺跡出土土器を比較検討 した。

1 宗高坊城遺跡
2 上天袢避跡
3 太田下・須サII追跡

■4 空港跡地追跡

せS 木太中村追跡
① 木太鬼無線試掘

第63図 下川津B類土器推定粘土採集地および胎上分析関係遺跡位置図

2.分 析方法 。試料

胎土の分析方法には、二つの方法を採用 した。

一つは、蛍光 X線分析 法で、胎土中の成分(元 素)量 を調べる方法である。この方法は、分析試料 を一部破

壊 して測定 した。以下に試料作製、測定装置、方法、について述べる。

試料の作製方法は、土器表面の汚れを除去 し、乾燥 (80℃ で 1時間)したものをタングステンカーバイ ト

製の粉砕容器 に詰め、試料粉砕機 に より約200メ ッシュほどに細か く粉砕 し粉末試料 にする。この粉末試料

を塩化 ビニ ール製の リング (直径約25mm、 厚 さ約2mm)に 詰め、油圧式成形機で約15t圧力 を加 えコイ
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ン状 に成形 したものを、蛍光 X線分析装置の測定試料 とした。分析装置はエネルギー分散型卓上型蛍光X線
分析計 SEA2010L(セ イコーインス ッルメン ト社製)を使用 した。測定条件は、X線照射径 :10mm、 電

流 :50～ 200 mA、 電圧 :50KV。 15KV、 浪J定時間 :200秒、測定室 :真空で測定 した。また、各元素の定

量値は、地質調査所 のJA l標準試料 を用いて検量線 を作成 し求めた。測定 した元 素はSi(珪素 )、 Tl(チ タ

ン)、 Al(ア ル ミニウム)、 Fe(鉄 )、 Mn(マ ンガン)、 Mg(マ グネシウム)、 Ca(カ ルシウム)、 Na(ナ ト

リウム )、 K(カ リウム )、 P(リ ン)、 Rb(ル ビジウム)、 Sr(ス トロンチウム)、 Zr(ジ ルコニ ウム)の 13

元素である。このうちRb、 Sr、 Zrの 3元素は微量元素であ り単位 はppmで ある。

もう一つは、実体顕微鏡 を用いた土器表面 の砂粒観察である。これは、胎土に含 まれている砂粒 (岩石・

鉱物)の種類、含有量 を肉眼観察により判別 し、 どのような地質基盤の粘土 を用いているか調べる方法であ

る。

分析試料は、表 1に 示 したH4点 の試料で、土器 100点 、粘±14点 である。

3.分 析結果

(1)蛍 光 X線分析法

第64図 K一Ca散布図では、宗高坊城遺跡 I ttSR01、 Ⅱ区SK01出 土の弥生時代 後期～古墳時代初頭の下川

津 B類 とその他の土器が胎土分析で どのように分類 されるか検討 した。その結果、3つ の胎土 に分類 された。

I類・…… Ca量が約3%以上で、K量が約1%以下に分布する。

下ナII津 B類 1、  3、  4、  9、  20、  25、  26、  31、  35、  36、  37、  38、  47、  53、  54、  57、  59、  60、  61、  62、  64、

65、  66、  67、  68、  69、  75、  76、  103、  104、  201、  202、  203、  204、  205
Ⅱ類 ……・Ca量 が約1.5%～ 約3%で、K量が約0.8%～ 約1.5%に分布する。

下ナII津 B類 13、  33、  34、  56、  58、  63、  71

その他 12、 14、 39、 41、 77

Ⅲ類 ……・Ca量が約1%以下で、K量が約1%～ 3.5%に分布する。

その他の土器

なお、 I類が下川津B類土器である。

第65図 K―Ca散布図では、宗高坊城遺跡 出土土器 と高松平野でサ ンプリングした粘上の比 較を行 った。す

ると、サ ンプリング11木太鬼無線試掘 (弥生中期後 半の遺構ベース層 )が Ⅱ類の角 閃石の含有量が少ない

下川津 B類土器に、サ ンプリング14本太鬼無線試掘 (弥生中期 後半の包含層 )が I類の下川津B類土器の

分布域 に分布 した。サ ンプリング2木太鬼無線試掘 (地 山粘質土)の粘土は 6、 11、 42の土器 と分布が重複

した。その他のサ ンプリング3(津 内・東井坪遺跡 )、 4(上西原遺跡 )、 5(六条・乾遺跡 )、 6(六条町38号

線試掘)の粘土はⅢ類 にすべて分布 した。SR01と SK01か ら出土 した下川津B類土器の比較 では、 どちらも

同 じ胎上であった。ただ、SK01の 205は Ⅱ類 に分布 した。

第66図 K―Ca散布図では、宗高坊城遺跡 と高松平野部の上天神遺跡、空港跡地遺跡、中間西井坪遺跡、岡

清水遺跡か ら出土 している下川津 B類土器が各遺跡別で違いがあるか どうか調べた。すると宗高坊城 I類 と

中間西井坪および、宗高坊城 H類 と空港跡地の分布範囲がそれぞれ同 じであった。そ して、上天神・空港跡

地・岡清水の各遺跡の分布域がそれぞれ重なった。

第67図Ti Ca散布図では、木太中村遺跡のSR4001出土土器 (6｀ で、考古学的な知見か ら山陰系301(第 153

図44)、 吉備系302(第 153図 48)と 考えられ るものが、 どこに推定 されるか検討 した。その結果、302の 吉備

型奏 と考えられる土器は、吉備地方の胎 土に類似 していた。 しか し、301の 山陰系 と考 えられる土器は、宗

高坊城遺跡の在地産土器が分布する領域に分布 した。

(2)実 体顕微鏡 による砂粒観察法

宗高坊城遺跡出土土器を実体顕微鏡観察 したところ、以下の胎土に分類 された。

1類 ・…… lmm以下の角閃石 。長石を多量に含み、閃緑岩の岩片 もみ られる。 (写真 1)

2類 ・…… lmm以下の黒雲母を多量 に含み角閃石・長石 も含 まれる。 (写真2)

3類 ・…… lmm～ 2mmの 石英 。長石 と、0.5mm以 下の火山ガラスを含む。 (写真 3・ 4)

4類 ・…… lmm前後の石英・片岩 ?を 少量含む。素地は非常 に精製 した粘土。

(写真 5・ 6)

以上のよ うに、 4つ の胎土に分類 され る。そ して、 1・ 4類 は下川津B類土器 (蛍光 X線分類 I類 )に 、2
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類は、蛍光 X線分類の コ類 に、 3類は蛍光 X線分類のⅢ類に、それぞれ該当する。また、 4類 は蛍光 X線分

析では、下川津 B類土器の分析値 と同 じであつたが、砂粒観察では片岩 ?が観察された。

高松平野部 でサンプリングした粘土の観察では、サンプリング1-4木大鬼無線試掘 (弥生中期後半の包含

層)(写真 7)は lmm以下の角閃石・長石を多量に含み、閃緑岩の岩片が観察され 1類 に、サンプリング1-

1木太鬼無線試掘 (弥生中期後半の遺構ベース層 )(写真8)は lmm以下の黒雲母を多量に含み角閃石・長石

が観察 され、 2類 にそれぞれ類似 していた。

4.考 察

宗高坊城遺跡出土土器の『下川津 B類土器』 を中心 として蛍光 X線分析法 と実体顕微鏡観察法 の胎土分析

を実施 したところ、以下のことが明確 になった。

(1)宗高城遺跡出土土器は、蛍光 X線分析法で3つ に、実体顕微 鏡観察法では 4つ にそれぞれ分類で きた。

このうち蛍光 X線分類 I類 と砂粒観 察 1・ 4類の分布域 (下川津 B類土 器Эには、顕微鏡観察で B類土器以外

のものがみられた。それは、15と 27の土器 である。この土器は顕微鏡砂 粒観察では、素地土が精製 した粘

土で、片岩 ?ら しき砂粒が観察され ることから、lFx入 品と推定される。また、蛍光 X線分類 Ⅱ類 と砂粒観察

2類 および蛍光 X線分類 Ⅲ類 と砂粒観察3類が胎土分析でそれぞれ対応 した。

(2)高松平野部でサンプリングした粘土 との比較では、サンプリング1-4木太鬼無線試掘 (弥生中期後半の

包含層 )の粘土 が蛍光 X線分類 I類の下川津B類土器 の分布域に分布 した。また、砂粒観 察でも下川津B類

土器の砂粒 によく類似 していた。このことか ら、下川津 B類土器の粘土 は、この地点および周辺の粘土が使

用されていることが推定 される。

サンプ リング1-1木太鬼無線試掘 (弥生中期後半の遺構ベース層)は、蛍光 X線分類 Ⅱ類 ・砂粒分類2類

に類似 していた。

以上のように、サ ンプリング 1地点でも角閃石・黒雲母・長石の合有量が層位により異なってお り、当時

の粘土サンプリングもこれらの層位から採集されたと推定される。

(3)高松平野部の各遺跡から出土 している下川津 B類土器で、遺跡によつては胎土差がみ られるのは、(2)

で述べた ような理由によ り同一サ ンプリング地点で も、層位的に異なった層順か ら粘土を採集 したために、

胎土差がでたものと推定 される。

(4)木大中村遺跡 より出土 してい る吉備系土器は、胎土分析では吉備系からの搬入 と推定された。 しか し、

山陰系の土器は、明 らかにならなかった。

このように、今回の胎土分析では、いろいろと成果があつた。特 に、下川津 B類土器の粘土採集地がほぼ

特定された (7)。 また、この粘土採集地で も粘土堆積層のサンプ リング場所 により、いわゆる下川津 B土器

からそれに類似するものまであることがわかった。

また、下川津 B類土器に胎土分析値が類似する土器 (砂粒観察 では全 く異なる)は 、この砂粒観察か ら、

搬入品と推定された。そ して、この土器の生産地であるが、現在蓄積 しているデータで検討すると、徳島県

の吉野川流域の胎土に類似 していることが推定 されるが、再検討する必要がある。

この胎土分析 の機会を与えてい ただいた山元敏裕氏 、小川 賢氏 をはじめ、高松市教育委員会の職員の

方々にはいろいろとお世話になった。記 して感謝致 します。
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この報告でも、今回サンプリングした1地点付近から下川津B類土器に使用された粘土が産出すること力寸旨摘されている。
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第64図 宗高坊城遺跡出上下川津 B類、その他土器 との比較 (K‐Ca散布図 )
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第65図  宗高坊城遺跡 と高松平野部出上粘土 との比較 (K‐Ca散布図 )
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第67図  宗高坊城遺跡 と搬入品土器の比較 (Ti― Ca散布図 )
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第1表 宗高坊城遺跡他出土土器の胎土分析一覧表(%)ただし、Rb・ Sr・ Zrは ppm
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写真 1.資 料 1広口壼 (下川津 B類土器 )、 1類  写真 2.資 料13広 口壺 (下川津 B類土器 )、 2類

写真 3.資 料 2 広 日重、 3類

写真 5.資 料12 広口重、 4類 写真 6.資 料27 広口重、 4類

写真 7.粘 ± 1-4 木太鬼無線試掘 1類 写真 8.粘 ± 1-1 木太鬼無線試掘 2類

実態顕微鏡による砂粒観察写真 (8倍 )

写真 4.資 料 5 広口壷、 3類

鯵々
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構 の変遷 につ いて

宗高坊城遺跡で確認 した遺構は,出 土した遺物から大きく6期に分けられる。まとめとして調査区内における

遺構の変遷を概観してみたい。

【縄文時代晩期～弥生時代前期】 旧河道にあたる I・ Ⅱ区で複数の流路及びその溜 り部を検出した。流路自体は

土層堆積等から水流の停滞した状況がうかがわれ,湿地化した環境が推察される。位置関係から本遺跡の河川は,

林・坊城遺跡の上流にあたると考えられるが,当該期の林・坊城遺跡と比べ遺物の出土が極端に少なく,居住域,

農耕等の活動域から離れるものと考えられる。

【弥生時代後期～古墳時代前期初頭】 旧河道の北岸にあたるV区で,水路が複数検出された。また北岸～旧河道

内となるI区で,多量の土器を含む包含層が確認されている。一定の規模を有するS D201は 後翔前葉に遡るもの

で,他の水路と同様に弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭に埋没する。 I区の包合娼 に含まれる多量の土器群

も同様の所属時期を示すことから,西側微高地上に想定される集落の出現および廃絶朗がうかがえる。

旧河道内となるⅡ区南部では,新「 01を はじめ遺構が検出され,包含層からも一定量の遺物が出土した。遺構が

認められることから,当該時期では河川としての機能が低下していたと推定される。

【古墳時代後期】 直接遺構に伴うものではないが,Ⅶ 区の土壊層中から当該期の土器が出土している。今回の調

査区内において遺構は認められないが,出土した土器に摩減等が認められないことを考えた場合,流路等によっ

て遠方から逗ばれたものではなく,周辺に当該期の遺構が存在しているものと想定される。

【平安時代】 旧河道の両岸,Ⅲ ・Ⅳ区において水路網が確認された。条里方向とはやや異なる遺構が多く認めら

れ,河川による地形の背1約 を受けたことが原因であると想定される。これらの水路は,Ⅳ 区低地帯と合わせ当該

期に廃絶・埋没 しているが,旧河道内でも当該期に比定される堆積層の上位では,ほ ぼ水平な堆積層が認められ,

以後は旧河道の大半が埋没していたと想定される。

【中世】 調査区全域が生産域として利用されていたものと想定され,住居等の遺構は認められない。遺構はV区

SD102(東西条里方向に一致),Ⅳ 区SEC11(石 組み井戸)が認められるのみである。

【近世～近代】 当該期の土地利用に関して中世段階と大きく変わる状況にはないが,Ⅲ ・Ⅳ区は検出遺構から宅

地として利用されているようである。遺構はⅢ区SB01,SD04,SD05,SX01,Ⅳ 区宅地跡,Ⅶ区S D01, SX
01な どが認められる。

第 2節 出土 弥生 土器 につ い て 一胎土分析からみた製作地の想定一

宗高坊城遺跡の I・ Ⅱ区旧河道内からは多 くの弥生時代後期末を中心 とする時期の土器が出土した。今回,出

土 した土器の時期別の出土量を見た場合,出土土器の 8害Jを弥生時代後期末から古墳時代前期初頭のものが占め,

後期初頭のものと古墳時代前期の土器が少量出土 している。これらの状況は集落遺構が確認 されている宗高坊城

遺跡の南約 500mに 所在する空港跡地遺跡で も同様な時期傾向が認められる。地理的にも近接 した位置にある

こと,同 一の旧河道の周辺に位置 している等,共通点が多いことが認められる。宗高坊城遺跡から出土した弥生

土器にほとんど摩滅等が認められないことを考えると,空港跡地遺跡で確認 されている弥生時代後期末頃の集落

と同時期の集落が北側にも想定される。今回,旧河道か ら出土した土器は,そ の出土状況から西側微高地の集落

か ら投棄されたもの力H日 河道内に堆積 した ものと想定される。

さて,出 土した土器の多 くが下川津B類土器 と呼ばれる胎土中に角閃石・長石を多量に含み,形態に特徴をも

つ ものである。今回,当遺跡出土の土器は岡山理科大学白石純氏によって自然科学的な分析が行われている (本

章第4章第2節 に詳細報告)。 今回の分析には弥生土器の分析に併せて高松平野内で採集 した粘土 も分析の対象 とし

ている。これらの分析の結果,従来,下川津B類土器の粘土採集地の一つと想定されている浄願寺山南恨1と は反

対である北側 において採集 したサ ンプルが B類土器の分析値 と合致 したことは大 きな成果であると考えられる。

同時に浄願寺山と石清尾山の東側付根付近で採集された粘土サンプルは下川津B類土器の分析値 と合致 しないこ

とも判明 した。このことは石清尾山塊の中でも,製作場所および粘土採集地が限定 (浄願寺山)さ れていたこと

を示す ものであろうか。

今後,高松平 野における地道な胎上分析の積み重ねが必要である。なお,高松平野で行われている弥生時代後

期の遺弥調査ではほとんど出土せず ,他地域に搬入されている下川津B類土器 と考えられる胎土をもつ大形の複

合口縁重や台付小形九底壷など特殊な土器の製作地を冷願寺山にある粘土採集地付近に求めるのもひとつの考え

方かもしれない。
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法量の0は ,残存値を表す。備考のサンプル番号は,第 1表の胎土分析一 号と一致する。

番 号 器 種 形態 。手法の特徴 色調 胎 土 備考
底径 暴 高

1
縄文土器

深鋏
Ⅲ面:媒化,日縁端部:刻 目,日縁部 :貝占付突帯文

～
面:ナデ

面

面

外

内
N2/0黒 色
10YR5/2灰 黄褐色

〕mm以下の長石を含む。
圧区 SR02出 主

2
弥生土器

姦
十面 :頸部 !指おさえ,体部 :沈繰 4条
勺面 :磨減

外面:25Y4カ灰黄褐色
内面:25Y4/2灰 黄褐色

lmm以下の長石 ,石英を含む。
1区 SR01出 主

F区 ♂留 ′

第2表 宗高坊城遺跡出土遺物観察表

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考
日経 底 径 器 高

1
弥生土器

高杯
十面 :磨滅 ,日 頸部 :ヨヨナデ

勺面 :磨減 日綴都 :ヨコナデ 林部 :円燦 市壇

rR4/6赤褐色 内面 :25Y6/3
こぶい黄色

2mm以下の長石,石英,少量υ

角閃石を含む。

2
弥生土器

大形鉢

外面 :磨滅,日縁部 :ヨコナデ
内面 :磨滅.口 縁部 :ヨヨナデ

牛面 :25Y6/3に ぶい貢色

村面 ■llYR5/41こ ぶい昔褐 tl

2mm以下の長石 ,雲母 ,角 閃7
歩を手す。

アン フ ル 否 骨 Zりを

3
弥生土器

琵
(318

外面 :磨滅,日 頸部 :ヨヨナデ,体部 :ナ デ 内面 :磨滅,日頸

部 :ヨヨナデ,体部上半 :指 おさえ,下半 :ケズリ
牛面 :25Y6/4に ぶい黄色

勺面 :25Y6/3に ぶい黄色
3mm以下の長石を含む。

ケンフリレ替号 20(

弥生土器
広口壺

面

面

各

角
鋸哲文
ヨコナデ 煤イヒ

面

面

外

内
10YR6/3に ぶい黄橙色
25Y6/3にぶい黄色

1～ 2HImの 長石,石英,金雲母
″合 ,9^

5
弥生土器

広回壺
外面:日 頸都:ヨコナデ,頚体部フヽケ 内面:口 頸部:ヨヨナ
デ、体部:指 おさえ ナデ 下半:ケズリ

面

面

朴

内
25Y6/31こ ぶい貢色

25Y6/31こ ぶい昔侮

imm以下の長石 ,少量の金雲
平歩 合 す。

弥生土器

広口壼
208 (237

外面 :磨滅,日 縁部 :ヨヨナデ,頚体部フ ケヽ
内面 :磨滅,日 縁部 :ヨコナデ,頸体部 :ナデ ,指おさえ

YR5/6明 赤褐色 内面 125Y
6/3に ぶい黄色

〕mm以下の長石,石英を含む。
ケンフル番号20C

弥生土器
鉢

(33)
外面 :磨滅,タタキ
ぬ百 :ナ デ

外面■llYR8/2灰 自色

内面:25Y71灰 白色

やや密,lmm以下の長石 ,石ラ

`含
む。

弥生土器
鉄

(23)
■面 :磨滅
対面 盛減

面

面

25Y8/1灰 自色
10YR8/2灰 白れ

1～2mmの長石,石英を含む。

F〆 SKOヱ

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 1台土 備考

1
弥生土器

審 (166
牛面 :磨減,日 縁部 :ヨヨナデ,体部フ ケヽ
対面 盛 澄

rR4/6赤褐色 内面:25Y5/3
雪癌 魯

3mm以 下 の長 石 ,石英 ,金雲 〔

歩姦 で今 と,

弥生土器
小形鉢

外面 :黒斑,ナデ

内面 :黒斑,ナデ
■面 125Y8/2灰 白色

付面 :25Y3/2灰 白色
やや密

F〆 近Vてθク

番 号 器 種
法量 (亜 )

形態。手法の特徴 色調 胎 土 備考

l
弥生土器

壷
116

面

面

ヨコナデ,ハケ
ヨヨナデ(ハケ)

牛面■llYR73に ぶい黄橙色

勺面■OYR7/3に ぶい黄橙色
必mm以下の長石,石英を含む。

ど原 Og
番 号 器 種

法量 (cll)
形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考

l
弥生土器

高杯

小面 :日 縁都 :ヨヨナデ,杯部 :ケズリ

対面 :磨滅.口 縁部 :ヨコナデ
外面■OYR6/3に ぶい黄橙色

内面■OYR6/3に ぶい毒盤色
2HIm以下の長石 ,石英を含む。

2
弥生土器

高杯

小面 :磨滅

勺面 :日 縁部 :ヨヨナデ
外面 :10YR6/3に ぶい黄橙色

内面■OYR6/3に ぶい黄橙ζ

2mm以下の長石,石英,少量7

金雲母,角 閃石を含む。

3
弥生土器

高杯
(33)

面

南

朴

勺
暦滅
日綴部 :ヨヨナデ

面

而

外

Å
1帆R6/3にぶい黄橙色
10YR6/3に ぶい苦繕葎

2mm以 下 の長 石 ,石英 ,少量 0

ヽ奎 再 名 門石 歩全 J●

4 呻鶉
(100

外面 !ナデ

内面 :ナ デ 指おさえ

面

面

10YR6/3に ぶい黄橙色
10YR6/31こ ぶい責橙色

3mm以下の長石,石英,少量¢

金雲母.角 閃石を含む。

5
弥生上器

長頸壼
(131

外面 :ナデ

内面 :ナデ,指おさえ,搾り痕

小面■戯R6/3にSい黄橙色

勺面■OYR6/3に ぶい黄橙色

3mm以下の長石,石英 ,少量互

金雲母,角 閃石を含む。

6
獅鉦工需

養

外面澪 滅
内面 :磨滅

牛面 :25Y6/2灰 黄色

勺面■OYR7/2に ぶい黄橙色

2mm以下の長石,少量の角閃
石を含む。

7
弥生土器

慈
外面 :磨滅
内面 :磨減 口縁部 :ヨコナデ 体部 :指 おさえ

牛面 ■llYR6/3に ぶい貢橙色

勺面 ■∝宝6/3にぶい首椿色

ぢmm以下の長石,石英 ,少量¢

ヨ母 角閃石を含」F^

8
弥生土器

饗
122 (23)

舛面 :磨減,接合痕
内面 :磨滅

面

面

ホ

勺
10YR8/2灰 自色
10YR8/2灰 白色

Zmm以下の長石 ,石英を含む。

弥生土器

菱
150 (30)

牛面 :磨滅

勺面 :磨滅

外面 :25Y7/3浅黄色

内面 125Y7/3浅黄色

lmm以下の長石,石英を多くε

り。

弥生土器

牽底部
(24)

4面 :煤化
而ゝ :ケズリ

卜面 :5YR5/3に ぶい赤褐色

勺面 ■OYR6/3に ぶい苦搭a
1～ 3mmの 長 石 ,石英 ,雲母 ,

色 開若 歩合
=β

弥生上器
蕃虚執 (38)

牛面 :磨滅
勺面 :磨滅

卜面 :2戯t5/8明赤褐色

村面■llYR7/31こ ぶい黄橙色

,mm以下の長石,石英を多く含

弥生土器

壺底部

外面 :磨滅

内面 :磨滅

面

面

10YR8/2灰 自色

10YR3/2灰 自色
3mm以下の長石 ,石英を含む。

弥生上器

義底部
(48)

外面 :磨滅

内面 :磨滅

面

面

10YR8/2灰 自色
10YR3/2灰 白色

3mm以下の長石,石英を含む。

裂塩土器

底部
(28)

一ア
拳ア

ナ

ナ

面

面

外

ん
■面 125Y5/3貢 褐色
角面■llYR5/8に ぶい首褐色 'mm以

下の長石 ,少量の角閃
F歩合,9

弥生土器
広口壺

卜面 :磨滅,日縁部 :ヨヨナデ

勺面 :磨滅 頸都 :指おさえ

牛面 :25Y6/3に ぶい黄色

勺面:25Y6/31こぶい黄色

〕mm以 下の長石 ,石英,少量互

竜閃石を含む。

弥生土器

広日壷

卜面 :日 縁部 :ヨヨナデ

付面 :口 縁部 :ヨヨナデ,頸部 :指 おさえ

面

面

牛

勺
25Y6/3にぶい黄色
25Y6/3にぶい黄色 'mm以

下の長石,石英,少量互

ヨ母,角 閃石を含む。

VFN王主語

広口壷
250 卜面 :口 縁部 :ヨヨナデ,頸部ツ ケヽ

勺面 :煤化,ハケ

面

面

朴

有
10YR6/3に ぶい貢橙色
10YR6/3に ぶい黄橙色

1～2… の長石 ,石英 ,少量の

◆雲母 機関石菱合 ,●ハ

弥生土需

広 日壷
(46)

卜面 :磨滅
角面 藤 減

外面 125Y7/2灰黄色
内面 :25Y8/2灰 白色 'mm以

下の長石,石英を多く含

弥生土器
蓄晒執

本面 :磨滅,頸体部境 :刺突文

村面 :磨滅

面

面

外

内
lllYR3/1灰 自色
10YR8/2灰 白色

5tlnI以 下の長石,石英を多く唸
む。
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弥生土器

壺頸部

外面 :磨滅

勺面 :ナデ,指おさえ

面ヽ■ωR6/3にぶい黄橙色
勺面■OYR6/3にぶい黄橙色

4mm以下の長石,石英,少量¢

金雲母,角 閃石を含む。

弥生土謡

壺体部 艇
２４０

卜面 ツ ケヽ

勺面 :上半 :ナデ 指おさえ 下半 :ケズリ

卜面■01FR6/31こ ぶい黄橙色

勺面■OYR6/3にぶい黄橙色

2mm以下の長石,石英,少量互

角閃石を含む。

Sl 打 tat石庖丁 長さ:8 0cm.幅 :5 0cm,厚 さ1 0Cm,重さ512g

r〆 ′ag

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 月台土 備考

l

弥生土器
茂□苔

(127
口頸部 :ヨヨナデ,体部 :ナデ (ハケ)

日縁部 :ヨコナデ、顕体都 :ナ デ,指おさえ

面

面

外

内
外面 :25Y5/8黄 褐色

内面 25Y5/3黄褐色

2mm以下の長石,石英,少量¢

雲母,角 閃石を含む。

2
弥生土器

広口壷
(158

日縁部 :ヨコナデ,体部 ッ ケヽ,頸体部境 :挨合痕
口縁部 :ヨヨナデ,頸体部 :ナ デ,指おさえ

画

面

外

内
外面 :25Y6/31こ ぶい貢色

内而 :25Y5/3着 褐Ⅲ

2mm以下の長石,金雲母,少ξ
め為 閑 不 歩 合 ,P

3 呻聯
外面 :口 縁部 :ヨヨナデ,頸体部ツ ケヽ
内雨〔日級都 :ヨコナデ 頸体都 :ナデ 指おさえ ケズリ

牛面 :25Y5/3黄褐色

勺面 :25Y5/3黄 褐色

)nlna以 下の長石,雲母,角 閃7
と含む。

ケンフ,レ首号 3

4
弥生土器
広日壺

(214
■面:磨滅,口 縁部 ヨコナデ
勺面:口 縁都:ヨヨナデ 頸体部:指おさえ.ケズリ

本面■OYR6/31こ ぶい黄橙色

勺面 :25Y5/3黄褐色

〕mm以下の長石,少量の雲母

と含む。

5
弥生土器

広口壺
(2161

朴面 :頸部 ツ ケヽ,箆描き沈線4条,体都フ ケヽ,ミ ガキ

勺面 :日 縁部 :ヨヨナデ,頸体部 !指 おさえ,ケズリ

朴面125Y6/31こ ぶい黄色

有面 :25Y5/3黄 褐色

〕mm以下の長石,石英,雲母 ,

彗閃石を含むハ

サンフ,レ番号4

6
獅エエ需
広 口帝

(175
牛面 :頸部 :縦方向の箆描き沈線 ,体部フ ケヽ,ミ ガキ

斉雨 !策体都 :ナデ 指おさえ ケズリ
外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面:25Y6/31こ ぶい黄色

1～ 2mmの 長石,石英,雲母 ,

角閃石を含む。

7
弥生土器
広口壷

朴面 :頸部フ クヽ,箆描き沈線2条 ,体部 ツ ケヽ

勺面 :頸体都 :指 おさえ ケズリ

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面 :25Y6/3に ぶい黄色

1～ 2mmの 長石,石英,少量の

雲母,角 閃石を含む。

8
弥生土器

広口壺
225 外面:口 縁部:ヨヨナデ,頸体部ツヽケ

内面:日 縁部〔ヨヨナデ,頸体都:接合痕,指おさえ,ケズリ
卜面 :25Y5/3黄 褐色

句面 :25Y6/4に ぶい黄色

5mm以 下 の長 石 ,石英 ,金雲

母 名 FAR妬 歩合 か

ケンフリレ番号1

9
弥生土器

広口壷

面ヽ :磨滅 ,体部 :黒斑
帝ヽ :磨減 策体部培 !指 おさタ

10YR7/31こ ぶい黄橙色

25Y7/2灰 黄色

面

面
3mm以下の長石,石英を含む。

弥生土器
成 □ 書

卜面 :磨滅,体部 :タタキ?

勺面 :頸体都境 :接合痕

■面 :5YR6/6橙 色

勺面 :5YR6/6橙 色
6mm以 下の長石,石英を含む。

ケンフ,レ奮号 1

11
弥生土器

広口壺
250 牛面:口 縁都:ヨコナデ,鋸歯文,頸都ツヽケ

村面:口 縁部:ヨヨナデ
10YR7/3に ぶい黄橙色
25Y7/3浅黄色

面

面

,mm以下の長石 ,石英を多く壱 ケンブザレ番号30

弥生土器

広口壷
260 (26)

小面 :口 縁部 :ヨヨナデ

勺面 :口 縁都 :ヨヨナデ,赤色顔料 ?付着,媒化

1帆R5/3にぶい黄橙色
7費R4/2灰褐色

面

面

朴

勺

2mm以 下の長石,石英,金雲
母、角閃石を含む。

弥生土器
広口壷

(22)
外面 :磨滅,口 縁部 :沈線1条,円形刺突文
内面 :磨滅

外面 :25Y7/2灰 黄色

内面■OYR6/3にぶい黄橙色

5mm以 下の長石,石英を多くe
む。

幹雌
外面:口 縁部:ヨヨナデ,円形刺突文
内面:日 縁部:ヨヨナデ

10YR6/3に ぶい黄橙色

10YR6/3に ぶい黄橙色

画

面

外

内

2mm以下の長石,角 閃石を少

量含む。

幹雌
外面 :日 縁部 :ヨヨナデ,頸部 :ハケ

内面 :口 縁部 :ヨヨナデ

1∝く5/3にぶい黄褐色
10YR5/3に ぶい首褐色

面

而

外

内

2mm以下の長石,石英,雲母 ,

角閃石を含むハ

弥生土器

広口講

外面:日 縁部:ヨコナデ,頸都ッヽケ,ヨヨナデ
内面:口 綴部:ヨヨナデ 頸都:ナデ 指おさえ

■面 :25Y5/3黄褐色

句面 :25Y5/3黄褐色

lmm以 下の長石,金雲母,角 D
石を少量含む。

17
弥生土器
壷頸部

91・ 面 :ナデ,頸体部境 i刻 目突帯

内面 :ナデ

Ⅲ面■OYR73に ぶい黄橙色

付面■∝R7/31こ ぶい黄橙色
1～ 2mmの 長石,石英を含む。

弥生土器

重顕部
(110

小面 :ミガキ,顎体部境 :束1突文,赤色顔料 ?付着

勺面 :ナ デ

朴面 :25Y73浅 貢色 lmm以下の長石,石英,角 閃7
夢か 昌 合 す●

弥生土器

休部 唯
２４０

(150
朴面 :黒斑,ハケ
勺面 :ナ デ

朴面 ■OYR3/2灰 自色

勺面 ■OYR8/2灰 白色
3mm以下の長石 ,石 英を含む。

弥生土器
蓄伝凱

(125
指おさえ ケズリ

面

面

外

内

25Y5/3黄褐色

10YR5/4に ぶい黄褐色

面

面

外

内

2mm以下の長石,雲母,角 閃7

`含
む。

呻軸
朧
３０２

外面 :上半ツ ケヽ,下半 :ミ ガキ,黒斑

内面 :上半 :ナデ,指おさえ,下 半 :ケズリ

卜面 :25Y6/3に ぶい黄色

句面 :25Y2/1黒色

2mm以下の長石 ,石英 ,雲母 ,

郵鉦主希

壷底部

外面 :体部,底面 :ミガキ
Å面 :ケズリ

N2/0黒 色

25Y6/2灰 黄色

面

面

2mm以下の長石 ,金雲母 ,角 B
石を含む。

弥生土器
苔 虐 報

77 (82)
■面 :体部,底面 :ミガキ

勺面 :ケズリ

牛面:25Y6/31こ ぶい黄色

勺面:25Y5/2H音 灰黄色

2mm以下の長石,少量の雲母 ,

角閃石を含む。

弥生土器

広口壺

牛面:日 縁部:ヨヨナデ,頚体都フヽケ,ナデ
勺面:日 縁都:ヨコナデ,頚体部:ナデ

■面 :25Y7/2灰 黄色

勺面 :25Y7/2灰 黄色
2亜41以 下の長石,石英を含む。

アンフリレ否‐ ]υ

弥生土需

広口壺

朴面 :口 縁都 :〕ヨナデ,頚体部 :ナデ (ハケ)

勺面 :日 縁都 :ヨヨナデ,頚体部 :ナデ,接合痕

10YR3/1灰 自色
10YR3/1灰 白侮

面

而
やや密

弥生土器

広 口帯
200 小面:日 縁部:ヨコナデ,頚体部ツヽケ,体部:タタキ痕?

角而:口 緑都:ナデ 菊体都ッヽケ 体都:ケズリ
外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面:25Y6/31こ ぶい黄色

3mm以 下の長石,石英を多くε
む。

弥生土器

広 日壼
212 外面 :ヨヨナデ,頸部 ツ ケヽ

内面 :日 縁都 :黒斑 頸部 ッ ケヽ、接合痕

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面 :25Y6/3に ぶい黄色

3mm以下の長石,石英,少量互

角閃石を含む。

レンフリレ香号 2

弥生土器

広口壺

外面 :口 縁都 :ヨコナデ,頚体部 ツ クヽ

内面 :ナ デ,黒斑

外面 :25Y7/3浅 黄色

内面 :25Y7/3浅 黄色
3mm以下の長石,石英を含む。

ケンブ,レ番号7

弥生土器

広口壷
166

外面 :口 縁部 :ヨヨナデ,頚体部フ クヽ

内面 :日 縁部 :ヨコナデ,頸都 :ナデ,接合痕

25Y7/3浅黄色
25Y7/3浅 昔色

面

面

外
内

やや密,2mm以下の長石,石夢
歩か 詈 含 すo

ケンフアレ番号 5

弥生土器
成 □ 苔

184 (62)
外面 :ヨコナデ,頸部フ ケヽ
内面ッ ケヽ 接合痕

1∝R6/3にぶい黄橙色
10YR6/3に ぶい黄橙色

面

面 'mm以
下の長石,石英,少 量T

銭雲母を含む。

ケンフリレ菅■引0乏

31 幹』
(58)

牛面 :口 頸部 :ヨコナデ,頸部下半 :ミガキ

勺面 :磨滅、日縁部 :ヨヨナデ

木面 :25Y7/2灰 黄色

勺面 :25Y7/2灰 黄色
〕mm以 下の長石,石英を含む。

アンフル育‐ 16

弥生土器

広口壷
(52)

牛面 :磨滅 ,ヨコナデ

勺面 :磨滅

小面 ■∝ R5/3にぶい貢栓色

対面 :10YR5/3に ぶい苦繕伸

とmm以 下の長石 ,金雲母を少 ナンフ,レ番号14

獅 主 主 器

広口壷
(90)

十面 :日 縁都 :ヨヨナデ ,頸部 フ ケヽ,箆描き沈線文 2条

対帝 :口 ～頸都 :ナ デ (ハ ケ)箪報 :接合落

4面 :25Y7/2灰 黄色
角面 :25Y7/2灰 黄色

Bmm以下の石英を含む。
ナンフル番号 6

弥生土器
広口壷

166
71・面:口 縁部:ヨヨナデ,頸部フヽケ
勺面:日 縁部:ヨヨナデ 頸部:ナデ

25Y7/2灰 黄色
25Y7/2灰 黄色

面

面

外

内
やや密,3mm以下の石英を少

量含む。

レンフアレ育号 8

弥生土器

広口壷

デ

一ア

ナ

ナ

面

面

外

内

10YR3/2灰 白色
1帆R8/2灰 白色

面

面

外

勺
3mm以下の長石,石英を含む。

弥生土器

広口壷

外面 :口 縁部 :ヨヨナデ,頸部フ ケヽ

内面 :ヨヨナデ

卜面:25Y6/31こ ぶい黄色

句面 :25Y6/3に ぶい黄色

3mm以下の長石,金雲母,角 B
石を合すo^

ケンフル番号13

郵 主 主 孫

広口壷
20S

十面 :磨減 ,ココナデ 7 5YR7/4に ぶい橙色
7 5YR7/4に ぶい裕色

面

面

やや密,2mm以 下の長石,石夢
を少量含む

^
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FrJI工 主需

宏 口帝
220 外面 :ヨコナデ,頸部ツ ケヽ

ハ面 :口 綴都 :ョヨナデ 頸部下半に接合痕 (係 口級 )

外面 :25Y6/31こ ぶい貢色

内面 :25Y6/3に ぶい首色

lmm以 下の長石,金雲母を含

弥生土器
成口喜

面

面

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

外面 125Y7/3浅 黄色

殉面 :25Y7/3浅 黄色

4mm以下の長石,石英を多く含
む。

ケンフル奮号 1

弥生土器

広回壺
204

面

面

外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

勺面 :25Y6/3に ぶい黄色

2mm以下の長石,石英,少量T

角閃石を含む。

ケンフ,レ 番号]U

弥生土器

複合日縁登
(55)

面

面

ヨコナデ
ヨヨナデ

面

雨

lllYR5/3にぶい粛褐色

1∝駅 5/31こぶい歯褐争

2mm以下の長石 ,雲母 ,角 閃7
歩をき,F

ケンブ,レ番号26

弥生土器
療 合 □ 綴 壷

木面:ヨコナデ,頸部フヽク
勺面!ヨヨナデ

木面■∝R6/3にぶい黄橙色

勺面■llYR6/3に ぶい黄橙色
2mm以 下の長石 ,石 英を含む。

弥生上器

複合口縁壷

外面 :ヨヨナデ

内面 :磨減

小面 :25Y7/2灰 黄色

勺面 :25Y7/2灰 黄色
どtrllla以 下の長石を含む。

アンフリレ奮号 ′

弥生土器

複合日縁壺

外面 :ヨヨナデ

内面 :(板 )ナ デ

面

雨

牛

丙

10YR8/2灰 自色
10■R8/1灰 白和

やや密

弥生土器
複合目縁盛

面

面

琳

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

面

面

琳

勺

OYR3/2灰 白色

OYR3/2灰 白色
2mm以下の長石 ,石英を含む。

ケンフル 番 号 29

弥生土器

復合口縁壷

面

面

ヨヨナデ

磨滅

面

面

外

内
llYR7/3に ぶい黄橙色
OYR7/3に ぶい黄橙色

lmm以 下の長石,石英を含む。
アンフリレ育号 Z′

幹鱒
卜面 :日 頸部フ ケヽ,ヨヨナデ,体部 iナ デ

勺面 :ナデ

外面 :25Y7/2灰 茨色

内面 :25Y7/2灰 苦魯

やや 密 ,2mm以 下 の 長 石 ,石ヲ
歩小 暑 合 す。

ケンフリレ番号 21

弥生土話

短頸帯

牛面耀 滅
村面 :口 額都 :ナ デ 接合痕 体都 :指 おさえ

面
面

外
内

10YR8/2灰 白色

10YR8/1灰 自色
やや密

ケンフ,レ 番号22

弥生上器
衛輻書

(100
外面 :日 頸部 :ヨコナデ,体部 :ナ デ

内面 :日 頸部 :ヨヨナデ,体部 :指 おさえ.接合痕

■面 :25Y5/3黄 褐色

対面 :25Y5/3黄 褐色

lmm以下の長石,雲母,角 閃7

を含む。

弥生土器
短頸壷

(58)
外面 :日 顎都 :ヨ コナデ,体部 フ ケヽ

内面 :日 頸部 :ヨ コナデ

Ⅲ面■0■R6/3にぶい黄橙色
勺面■OYR5/31こぶい黄褐色

〕mm以 下の長石 ,雲母 ,角 閃κ

弥生土器

長頸壷
148 (66)

面

面

外

内

ヨヨナ デ

ヨヨナデ
木面 :25Y6/3に ぶい黄色
勺面 :25Y7/3浅 黄色

lmm以下の長石,石英を少量
今〕,

ケンフル誉 号 24

弥生上器
岳 輻 蓋

外面 1日 縁部 !ヨ コナデ,頸部「ハケ

内面 :磨減

面

面

外

内
10YR5/31こぶい黄褐色

25Y5/3黄褐色

〕mm以下の長石,石英を少量

含む。

レンフリレ番号 Zわ

弥生土器

長頸壺

外面ツ ケヽ

内面 :ナデ,指おさえ

外面■OYR7/3に ぶい黄橙色

内面 :25Y7/2灰 黄色

2mm以下の長石,石英,少量α

角閃石を含む。

郎⊆主希

長顕重
(101

牛面 :ハケ

芍而 :ナデ 指およア

面

面

25Y5/3黄褐色
25Y5/3責褐色

3mm以 下の長石 ,石英を少量
全渉,

レンフリレ誉号34

弥生土器
尋 暉 苔

牛面 :ヨコナデ

対面 :ナデ 指おさえ

卜面■OWR5/3に ぶい黄褐色

付面 :25Y6/3黄 褐色

lmm以下の長石,石英,角 閃ア

を少量含む。

ナンフル答号33

弥生土器

長頸壷
(116

外面 :ナデ

内面 :ナデ,指おさえ,搾り痕

面

面

10YR6/3に ぶい黄橙色

10WR5/3に ぶい黄褐色

Jmm以下の長石,石英,金雲
y,角 閃石を含む。

アン フ ル 否 号 」ゆ

弥生土器

広口重
(66)

外面 :磨滅,口 縁部 :ヨ コナデ

内面 :口 縁部 :ヨ コナデ,体部 :ナデ,ケズリ

面

雨

25Y72灰貢色

25Y7/2灰苦角
Jmm以下の長石,石英を含む。

ケンフル番号 11

弥生土器

長顕帯体罰
唯
２６

(77)
外面 :上半 :ナデ (ハケ),下半ッ ケヽ,黒斑
内面 :上 半 :ナデ 接合痕 下半フ ケヽ 搾り痕

牛面■∝R8/2灰 白色

再面■OYR3/2灰 白色

やや密,2mm以下の長石,石夢

と少量含む。

ケンフアレ番 号 32

幹『
隧
‐７０

外面 :磨滅,下半 :ミガキ

勺面 :ケズリ,指おさえ
外面,1帆R5/3にぶい黄褐色

内面 :25Y6/3に ぶい黄色

2mm以下の長石,石英,金雲

母,角 閃石を含む。

弥生土器
広口壷

(1461
■面 :口 頸部 :ナ デ,ハケ,体部 :タタキ,ハケ

勺面 :日 頸都 :ハク,体部 :ナデ (ハケ),下半 :ケズリ

面

面

外

内
5Y7/3浅黄色
5Y6/3オリーブ黄色

5n■m以下の長石,石英を含む。

弥生土器

小形丸底重

卜面 :日 縁部 :ヨコナデ ,体部 :ナ デ

角雨 :ナ デ

外面 :25Y7/1灰 自色

内面 :25Y7/3浅 責色
2mm以下の長石,石英を含む。

サンフ,レ 番号50

弥生土器
小形丸底蔓

■面:磨滅
村面:ナデ 指おさえ 接合痕

面

面

外

内
25Y7/2灰黄色

25Y7/2灰黄色

やや密,lmm以下の長石,石
英,少量の角閃石を含む。

弥生土器

小形丸底重

外面:口 縁部:ヨコナデ,体部:すデ,黒斑
内面:(板)ナデ

面

面

25Y6/2灰黄色
25Y6/2灰黄色

やや密,2mm以下の長石,石
英,少量の角閃石を含む。

弥生土器
ミニチュア

外面 :磨滅,口 縁部 :ヨコナデ

内面 :磨滅

卜面 :25Y6/4に ぶい黄橙色
角面:7 5YR5/6明 褐停

2mm以 下の長石,石英,少量¢

角閃石を含むハ

弥生土器
ミニチュア

外面 1日 縁部 :ヨヨナデ
内面 :日 縁都 :ヨヨナデ 体都 :ナ デ

牛面 :25Y6/3に ぶい黄色

勺面 :25Y6/2灰 黄色

やや密,lmm以下の雲母,角 p

百を含む。

弥生上器
営林

280
面

面

外

内
口縁部 :ヨ コナデ
ロ縁部 :ヨヨナデ

外面■∝R6/31こぶい黄橙色

内面 :25Y6/2灰 黄色

lmm以下の長石,石英,角 閃Z

を少量含む。

弥生土器

高杯
1)

外面 :日 縁都 :ヨヨナデ,杯都 :ケズリ

内面 1日 縁部 :ヨコナデ,杯都 :ナ デ,ハケ

面

面

外

内
10YR6/3にぶい黄橙色
1∝R6/3に ぶい黄橙色

3mm以下の長石,少量の角閃
石を含

=F^

ケンプ,レ番号 104

獅主主器

高杯

面

雨

日縁部 :ヨヨナデ,杯部 :ケズリ
ロ縁都 :ヨヨナデ 林部 :す デ

面

面

5Y5/2灰オリーブ色

25Y6/3にぶい黄色

2mm以下の長石,金雲母,角 D

石を少量含む。

ケンフ,レ替号66

弥 生 土 器

盲 林

牛面:日 縁部:ヨヨナデ,杯都:ケズリ,ミガキ
Å面:日 縁部:ヨヨナデ(ハケ)杯都 :ミ ガキ

■面 :25Y6/3に ぶい黄色

勺面:5Y6/3オ リーブ黄色

3mm以 下の長石,雲母,角 閃T
を含む。

アンフ,レ奮号 6′

弥生土器
吉林

外面:日 縁部:ヨヨナデ,杯部:ケズリ
内面:日 縁都:ヨヨナデ,杯都:ナ デ

■面〔10■/R5/81こぶい黄褐色

勺面 :25Y6/3に ぶい黄色

」mm以下の長石,金雲母,角 P

『
を含む。

弥生土器

高杯
(50)

外面 :口 縁都 :ヨヨナデ,杯部 :ケズリ

内面 :日 縁部 :ヨ コナデ,杯部 :ナデ

牛面 :25Y6/3に ぶい貢色 Jmm以下の長石,少量の金雲
予 名 閑 万 歩 合 すβ

器土
杯

生
一局

弥
(58)

外面:口 縁部:ヨヨナデ,杯部:ケズリ
内雨:口 縁都:ヨコナデ 林部:ナ デ

朴面:25Y6/31こ ぶい黄色

勺面 :25Y5/3黄 褐色

Jmm以下の長石,石英,金雲

].角 閃石を含む。

ケンフアレ番 号 64

弥生土器
菖 林

(65)
面

面

外

ん
口縁部:ナデ
ロ縁都:ナデ

外面 :25Y8/2灰 自色

内面 :25Y8/2灰 白色
やや密

弥生土器

高杯

1面 :口 縁部:ナデ,杯部:磨滅
勺面:ナ デ(ハケ)

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面 :25Y6/3に ぶい黄色
3mm以 下の長石,石英を含む。

ケンブル番号78

弥生上器

高杯杯部
(52)

牛面 :日 縁部 :ヨ コナデ,杯部 :ミガキ

村面 :日 縁部 iヨヨナデ,杯部 :ミガキ,円盤充填

外面 :25Y6/3に ぶい貢色
ハ面 :25Y6/3に ぶい苦符

lmm以下の長石,雲母,角 閃7
歩合す。

ケンフリレ番号 69

獅主主希

高杯杯部
(69)

牛面 :杯部 :ケズリ,ミガキ,脚部 |ミ ガキ
芍雨 !林部 :ミ ガキ 円燃芥壇 脚部 :ケズリ

面

面

外

内
1鋭R6/3に ぶい黄橙色

25Y5/3責褐色

2mm以 下の長石,少 量の金雲

母.角 閃石を含む。

弥生土器
高杯杯部

(55)
牛面 :杯部 :ミガキ,脚部 :ミガキ

式面 :杯 部 :ミガキ 円盤充填 脚部 :ケズリ

外面 :25Y5/3黄 褐色

内面 125Y5/3黄 褐色

2mm以 下の長石,石英,雲母 ,

角閃石を含む。

アンフリレ否号 ′0

弥生土器
高杯脚部

外面 :ナデ

内面 :ケズリ

外面■OYR6/4に ぶい黄橙色

内面■∝R6/4に ぶい黄橙色

4mm以 下の長石,石英,少量
'雲母,角 閃石を含む。

サンフル番号71

弥生土器

高杯脚部
(50)

外面 :ヨ コナデ ,円 孔 2ヶ所

内面 :ケズリ

牛面 :25Y6/3に ぶ い貢 色

ヽ面 つ
^VA/司

r黛 い苦 魯

lmm以 下の長石,雲母,角 閃ア
チ今か

ケンフル誉号 75

-54-



弥 生 土 器
首 林 Hm部

外面 :ヨ コナデ,円孔 lヶ所
内面 :ケズリ

■面 :25Y5/3貢 褐 色

対面 つ 氏vバ /R苦楊 葎

やや密,lmm以下の雲母,角 D

石を含む。

弥生土器
高杯脚部

(44)
外面 :ヨヨナデ ,円 孔 2ヶ所

内面 :ケズリ

朴面 :25Y6/3に ボい黄色

Å面125Y6/31こ ぶい黄色

2mm以 下の長石,石英,金雲

母,角 閃石を含む。

弥生土器

高杯脚部

牛面 :ナデ ,ミ ガキ 内面 :ケズリ,ナデ 上位 :円 孔 1対 (2ヶ

れ 沈線3条 中位 :円孔2対 ?(3ヶ所)沈線4条
外面:5Y7/2灰 自色

内面 :25Y7/2灰 黄色

やや密,2mm以下の長石,石夢
学か 暑 全 J・

ケンフリレ番号 70

弥生土器

高杯脚部

本面ツヘケ,ヨヨナデ
Å面:ナデ

舛面■llYR7/31こ ぶい黄橙色
Å 言 つБV凩 /9巌 旺 曽 魯

3rnm以下の長石,石英を含む。
レンフリレ奮号73

弥生土器
高杯脚部

外面 :ナデ

内面 :ナデ

面

面

25Y7/2灰黄色

25Y7/2灰黄色
やや密

タンフル 否 号 ′Z

弥生上器

高杯脚部

卜面 :接合痕,ナデ
対面確 合落 ナデ

木面 :25Y6/3に ぶい黄色

勺面 :25Y6/3に ぶい黄色
2mm以 下の長石,石英を含む。

ケンフ,レ番号 74

弥生土器

盲杯脚部

牛面:磨滅,接合痕,ハケ
勺面:ナデ

外面〔25Y7/3浅貢色

内面 :25Y7/2灰 黄色
Jmm以下の長石を少量含む。

ケンフ ,レ替 号 79

弥生土器
大形鉢

390 (124
木面 :日 縁部 :ヨコナデ,黒斑,体部 :ケズリ

勺面 :口 縁都 :ヨコナデ,体都 :ミガキ

面

面

朴

ん
5Y5/2灰オリーブ色

25Y5/3黄褐色

必mm以下の長石,石英,金雲

],角 閃石を含む。

ケンフル育号 OZ

弥生土器

大形鉢
(125

外面 t口 縁部 :ヨコナデ,体部 :ケズリ

内面 :口 縁部 :ヨヨナデ

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面 :25Y6/3に ぶい黄色

2mm以下の長石,石英,少量互

雲母,角 閃石を含む。

弥生土器 406
面

面

朴

内
日縁都:ヨコナデ,黒斑,体部:ケズリ
日縁都iヨコナデ.体都:磨滅

面

面

外

内
5Y6/2灰オリーブ色
25V5/2H音 灰昔負

〕mm以 下の長石 ,少量の金雲
辞 為 PARバ 歩合す|

サンフ ,レ番号 60

弥生土器
大形鉢

(136
外面 :口 縁部 :ヨヨナデ,体部 :クズリ

内面 :日 縁部 :ヨヨナデ,体部 :磨滅

Ⅲ面 125Y5/2暗 灰黄色

村雨 :25Y5/2暗 灰黄色

2mm以下の長石,雲母,角 閃7
を含む。

ケンフリレ奮号 09

弥生土器

大形鉢

外面 :日 縁部 :ヨヨナデ ,体部 :ケズリ

内雨 :口 縁都 !ヨヨナデ 体部 :磨減

朴面:10YR6/41こぶい黄橙色

勺面■∝R6/4にぶい黄橙色

4mm以下の長石,石英,少量の

雲母,角 閃石を含む。

弥生土器
大形鉢

404 (116
Ⅲ面1日 縁部:ヨコナデ,体都:ケズリ
勺面:日 緻都:ヨヨナデ 体都ッヽケ、ミガキ

外面 :5Y6/2灰オリーブ色

内面:25Y6/31こ ぶい黄色

lmm以下の長石,石英,金雲
予 為 閑 万 歩合 ,P

ケンフル番号 63

弥生上器
★形鍬

390 (102
外面:口 縁都:ヨヨナデ,黒斑,体部:ケズリ,煤化
内面!口 縁部:ヨコナデ,体都:ナデ,ミ ガキ

外面 :25Y5/2暗 灰黄色
ハ雨 :25Y6/3に ぶい責色

3mm以下の長石,角 閃石を含
む。

サンフアレ奮号61

弥生土器

大形鉢

外面 :口 縁部 :ヨヨナデ,黒斑,体部 :ケズリ

内面 1日 縁部 :ヨヨナデ,体部ッ＼ケ,ミ ガキ

卜面:25Y6/31こボい黄色

勺面 :25Y5/3黄 褐色

3mm以下の長石,石英,少量¢

雲母,角 閃石を含む。

弥生土器
大形鉢片口部

外面 :日 縁部 iヨコナデ,体都 :ケズリ

ん面 :口 縁都 :ヨヨナデ

Ⅲ面 :25Y6/3に ぶい貢色

勺面 :26Y7/3浅 黄色

生mm以 下の長石,石英 ,雲母 ,

色 閑 パ 歩合 す。

ケンフジレ番号 56

弥生土器
大7r/鉢 片日部

卜面1口 縁部:ヨコナデ,黒斑〉体部:ケズリ
勺面:日 縁部:ヨヨナデ.黒斑,体部フヽケ,ミガキ

本面:25Y6/3に ぶい黄色
対面:5Y5/2灰オリーブ色

[mm以下の長石,少量の金雲

翌,角 閃石を含む。

ケンフル誉号54

郎工主語

大形鉢片口封

■面 :口 縁部 :ヨヨナデ,黒斑,体都 :ケズリ

勺面 :日 縁部 :ヨヨナデ,黒斑,体都 :磨滅

牛面■OYR6/3に ぶい黄橙色

勺面■OYR5/3に ぶい黄褐色

とmm以下の長石,石英,少量互

缶雲母,角 閃石を含む。

アンフル奮骨わ

獅 エ エ 需

大形鉢片口H
面

雨

日縁部:ヨヨナデ,体部:ケズリ
ロ緩部:ヨヨナデ 体部:ナデ ミガキ

外面 :25Y6/3に ぶい責色

内面 :25Y6/8に ぶい黄色

lmm以下の長石 ,雲母 ,角 閃ヱ レンフ,レ番号 53

弥生土需

大形鉢
503 (140

牛面 フ ケヽ

勺面 :体都 フ ケヽ

外面 :25Y7/3浅 東色

内面 :25Y6/3に ぶい費色

5mm以下の長石,石英を多くε サンフアレ苔号48

弥生上器
鍬

(90)
外面 :ナデ

内面 :日 縁部 tナデ,体部フ クヽ,ミ ガキ,黒斑

面

面

外
内

25Y7/2灰黄色

25Y7/2灰黄色
下々の長石,石英を含む。

サンフル奮号 4υ

弥生土器

鉢

外面:日 縁部:ヨヨナデ,下半:ケズリ,黒斑
ハ而フヽケ

牛面 :25Y6/2灰 黄色

対面:5Y6/3オ リーブ黄色
5mm以下の長石,石英を含む。

ケンフ,レ番号84

弥生土器

鋏

外面 :ナデ,底部 :黒斑

内面ッ ケヽ

小面 :25Y3/2灰 自色

杓面 :25V8/2灰 白和
やや密

レンフ ,レ番 号 51

弥生土器
鍬

153
十面 :タタキ後ナデ

付面ッ クヽ,下半 :ミガキ

面

面

朴

為

25Y8/2灰 白色

25Y3/2灰 自色
やや密

trンフ,レ答号 02

弥生土器

鉢
160

小面 握 滅
洵面 :膝減 ナデ

外面 17 5YR6/6桂色

内面 :75YR6/6橙色
ヨm亜以下の長石,石英を含む。

105
弥生土器

鉢
(56)

71・面 :タタキ

Å面 :磨減 ハケ

面

面

外

内
25Y7/2灰黄色

lωR3/3浅黄橙色
やや密

弥生土器
甑 虚部 貧署手季        陰許夕鶏先優憂色 生mm以 下の長石 ,石英を含む。

ケンフル番号80

弥生土器

甑底部 告酢秒写穿,ナデ      朧ia解比疫嚢雹
やや密,2mm以下の長石,石夢
と少量含む。

弥王主希

甑底部 寄離季妾
タタiナデ      陰審な解チ緩憂雹

やや密,lmm以下の長石,石夢
″か 魯 合 す。

ケンフ,レ番号 83

109
弥生土器

甑底部

■面 :黒斑,タタキ

村面 :黒斑、ハケ

面

面

25Y7/2灰黄色

25Y7/2灰黄色
やや密

サンフ,レ番号82

弥生土器
甑 陣純

(127
外面 :黒斑 ,ナデ

内面 ツ ケヽ.ナデ

面

面

25Y8/2灰 自色

25Y8/2灰 自色
やや密

弥生土器

奎
(42)

外面 :煤化,日 頸部 :ヨコナデ,体部フ ケヽ

内面 :口 頸部 :ヨコナデ,体部 :指おさえ

外面 125Y6/2灰 黄色

内面:25Y6/31こぶい黄色

3mm以下の長石,石英,少量至

金雲母,角 閃石を含む。

弥生土器

甕
144 (88) 衡露::詈載:]華衰襟獣拿姿、指おさえ   陰吾i籍 :完曇君追戸

色 lmm以下の長石,少量の雲母 ,

色 開 添 歩合 す。

弥生土器
姦 (77)

外面:口 頸部:ヨヨナデ,体部iハケ,媒化
内面:日 頸部tヨヨナデ,体部:指 おさえ

■面 :25Y6/3に ぶい黄色
片而:25Y6/31こぶい首色

3mm以下の長石,石英 ,雲母 ,

角閃石を含む。

弥生土器

斐

外面 :日 頸部 :ヨコナデ,体部フ＼ケ,煤化

内面 :日 頸都 :ヨヨナデ,体部 :指おさえ

牛面:25Y5/2H音 灰黄色

勺面〔2 5YR6/2灰 黄色

2mm以下の長石,石英,金雲

母,角 閃石を含む。

ケンフ,レ番号 30

弥生土器

養
(72)

朴面:口 頸部:ヨコナデ,体都ツヽケ
雨ヽ!口 質部:ヨヨナデ 体都:指 おさえ

面

面

外

内
lllYR5/3に ぶい黄褐色

25Y6/3にぶい黄色

2mm以 下の長石,金雲母,角 P

石を含む。

ナンフル番号37

弥生土器

奪
(53)

牛面 :体部 :タタキ後ハク

勺面 :体部 ッ ケヽ

外面 :25Y6/3に ぶい黄色

内面125Y6/41こぶい黄色
〕mm以下の長石,石英を含む。

ナンフル番号43

弥生土器
警 偽冨i者至軍▼デ,体部フヽケ         1貧雷:多 :¥子先優甕雹

やや密,lmm以下の長石,少医

の角閃石を含む。

弥生土器

嚢
(32)

外面 :磨滅

内面 !磨滅

卜面 :25Y72黄灰色

蒋面 :25Y7/2費 灰色
2mm以下の長石 ,石英を含む。

弥生上器

霊

外面:口 縁部:ヨヨナデ,体都:ナデ
Å雨〔口綴部:ヨヨナデ 体部:ナデ 指おさえ

牛面■∝R5/3にぶい黄褐色

勺面 125Y5/3黄 褐色

3mm以下の長石,石英 ,金雲

母,角 閃石を含む。

trンブル番号47

弥生土器

奪
(42)

卜面:日 縁部:ヨコナデ,体都:ナデ
勺面:日 縁都iヨヨナデ,体部!ナデ

朴面 :25Y6/2灰 黄色

勺面 :25Y6/2灰 黄色

やや密,lmm以下の長石,角 D
Fルイ釘す●

弥生土器
馨

(80)
牛面 :口 縁部 :ヨヨナデ,体都 :磨滅

勺面 :日 縁部 :ヨコナデ,体部 :ナデ

牛面■0ヽく6/3にぶい黄橙色

丙南■OYR2/1黒仁

lmm以 下の金雲母,角 閃石を
全ユ|_

サンフリレ番号41
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番 号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 月台土 備考
口径 底 径 器 高

1
弥生土器

鉢

滅

滅

磨
磨

面

而

朴

Å
外面■∝R3/2灰 自色

内面■OYR3/2灰 白色
2mm以 下の長石,石英を含む。

2
弥生土器

筆
160 Q3)

外面 :頸体部 :タタキ,ハケ
内面 :磨滅

外面 :25Y7/2灰 黄色
Å雨 !25Y7/2灰 き魯

2mm以下の長石,石英を含む。

3
弥生土器

広口壺
(14J

面

面

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

卜面■llYR5/41こ ぶい黄褐色
村面■OYR5/3に ぶい黄褐色

3mm以 下の長石,雲母を含む。

4
弥生土器
壺体部 随

２２０
(11

外面 :磨滅
内面 :ナデ,指おさえ,ケズリ

牛面■OYR5/4にぶい黄褐色

付面■OYR5/4にぶい黄褐色

mm以下の長石,雲母,角 閃7
″辛■すo_

5
弥生土器
壺底部

(34)
外面 :磨滅 ,ミ ガキ?

内面 :磨滅
卜面■∝R5/3にぶい黄褐色

勺面 :内 面 :25Y4/2暗灰黄色

lmm以 下の長石,雲母,角 閃7

を含む。

Ftt δつθF

番 号 器種 形態・手法の特徴 色調 月台土 備考
口径 底径 器 語

1
黒色土器
綸 虐執 (20)

朴面 :磨滅
芍面 :磨減

面

面

10YR721こ ぶい黄橙色
10YR2/1黒 色

1～2mmの長石,石英を含む。

2
土師器

杯底部
(17)

牛面:ナデ
勺面:ナデ

牛面 :25Y7/2灰貢色

付面 :25Y7/2灰 昔侮
やや密

五区 夕含層

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考

1
須恵器
林 藤執

外面 :ナデ
内面 :ナデ

面

面

朴

乃
N7/0灰 色

N7/0灰 角
密

,′
gsっ″

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考
口径 I底径 I器高

1
土師質土串

Rmm ■面 :指ナデ ホ面■∝R7/8にぶい黄橙色 1～2mmの長石,石英を含む。

Zttr SDO′

番 号 器種 形態。手法の特徴 色調 月台土 備考
日経 底 径 器 高

1
器

報

師

虚
土

林 (16,
↑向 :磨腺

為面 榛 減

■面 :25Y7/2灰黄色

対面 :25Y7/2度苦魯
やや密

皿区 δつθ∂

番 号 器種 形態。手法の特徴 色調 胎 土 備考
日径 底 径 器 高

1
器

部

師

底

土

杯 (12)
滅

減

磨

磨

面

面

朴

Å
牛面 :25Y7/3浅黄色

対面 :25Y5/3苦 褐存
やや密

NEC)g
番 号 器 種 形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考

底 径 器 高

と
弥生土器

奪
(77)

外面 :磨減 ,黒斑

内面 !磨減

面

面

OY2/1黒色
llYR8/2灰 白色

やや密,2mm以下の長石,石)
を少量含む。

2
弥生土器

華

滅

滅

磨

磨
面

面 日縁 部 :ヨ コ ナ デ

面

面

OYR6/4にぶい貢褐色
OYR6/4にぶい首褐色

どmm以 下の長石 ,雲母 ,角 閃7
♯全す?

3
弥生土器

高杯

朴面:磨滅,ヨヨナデ
村面:ヨコナデ

面

面

lllYR6/4にぶい黄褐色
10YR6/4に ぢい黄褐色

必mm以下の長石,雲母,角 閃不

を含む。

4 管状土錘 牛面:黒斑,ナデ 牛面 :25Y7/3浅黄色
lcll大 のガヽ石,4mm以下の長
石,石英を多く含む。

NX8〉g

番 号 器 種
法 量 (cm)

形態・手法の特徴 色調 胎土 備考

1
土師器
羽金

面

面

外

内

ヨコナデ
ナデ,接合痕

外面■OY2/1黒色

内面■OYR8/2灰 自色
2mm以下の長石,石英を含む。

2
須思器

帯 日綴部

面

面
凹線 3条 ,櫛描波状文

回転ナデ

外面 :N4/0灰色

内而 :25Y6/1苦 灰魯

密 ,2mm以 下 の長 石 ,石英 をう

魯 全 か

須恵器
需 □縁報

卜面:回転ナデ
勺面!自 然紬付着 回転ナデ

外面 :N6/0灰色
内面N6/0灰 色 :

密

須恵器

杯底部
(22)

■面:回 転ナデ

～
面:回 転ナデ

面

面

外

内
N6/0灰 色
N7/0灰 色

畜

5
黒色土器

椀底部
(20)

牛面熔 減

勺面 :ナデ

外面■OYR5/3にぶい黄褐色

内面 :N17/1黒色
やや密

N‐ SEθエ

番 号 器 種
法量 (cni

形態。手法の特徴 色 調 月合土 備考

l
土師質土器

脚部
195) 4面 :指すデ 小面■OYR7/3に ぶい黄橙色 1～ 2mmの長石,石英を含む。

ИttF SDO′

番号 器 種 形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考
日径 I底径 器 高

1
須恵器

林

一ア

い
ア

ナ

ナ

面

面

琳

有
朴面 :N7/0灰 自色

角面 :N7/0灰 白色
倍良密

須恵器
杯

(141
面

面

外

内
ナデ
ヨコナデ

面

面

外

内
N7/0灰 自色

1～ 2111m石英,長石を含む。

3
須恵器

皿

外面 :ナ デ

内面 :体部 :ナデ,底部 :ナデ

面

面

外

勺
N6/0灰 色 mm以下の石英,長石を含む。
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番号 器 種 形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考

と
弥生土謡

鉢
220 朴面 :磨滅

勺面 :磨滅

面

而

舛

丙
10YR3/2灰 自色
10■

/R3/2灰 白角
2mm以下の長石,石英を含む。

2
弥生土器

義
(23)

外面 :頸体部 :タタキ,ハケ

内面 i磨減

キ面 :25Y7/2灰 黄色

勺面 :25Y7/2灰 黄色
2mm以下の長石,石英を含む。

3
郵 生 主 需

広口壷

面

面

朴

均

ヨコナデ
ヨコナデ

牛面■∝R5/41こぶい黄褐色

勺面■OYR5/3に ぶい黄褐色
〕mm以 下の長石,雲母を含む。

4
弥生土器
喜 次 郎

朧
脚

外面 :磨滅

勺面 !ナデ,指おさえ,ケズリ

面

雨

1∝R5/4にぶい貢褐色

10W家5/4にぶい歯褐停

lmm以 下の長石,雲母,角 閃ヱ
″合′P

5
弥生土器

壺底部

卜面 :磨滅 ,ミ ガキ ?
勺面 :磨滅

卜面■llYR5/3に ぶい黄褐色

ん面 :内 面 :25Y4/2暗灰黄色

lmm以 下の長石,雲母,角 閃7
を含む。

rtt SDθヱ

番 号 器 種
法量 (cl l)

形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考

l
黒色土器
締 藤凱

(20)
滅

滅

磨

磨

面

面

牛

勺

面

南

外
ハ

1∝R7/2にぶい黄橙色
10YR2/1皐 a 1～2mmの長石,石英を含む。

2
土師器

杯底部
(■ 7)

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

面

面

25Y7/2灰 黄色
25Y7/2灰 黄色

やや密

Иtt pag

番 号 器 種
法 量 (cll)

形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考
一Ｆ

l
須恵器

杯底部
(16)

面

面

外
内

ナデ
ナデ

面

面

外

内
N7/0灰 色
N7/0灰 色

フ
′
原 SD"

番 号 器 種
法 重 (ci

形態・手法の特徴 色.R 胎 土 備考
一局

l
土師質上器

脚部
外面 :指ナデ 牛面■llYR7/31こ ぶい黄橙色 1～ 2mmの長石 ,石英を含む。

〃海「 SDθ′

番 号 器 種
法 量 (c皿 ,

形態。手法の特徴 色 調 胎 土 備考
睾言

l
土師器

杯底部
74 卜面 :磨滅

角而 〔磨減

外面 :25Y7/2灰黄色

内面 :25Y7/2灰黄色
やや密

〃涙「 SDθ∂

番 号 器 種
伝 量 (cl l,

形態。手法の特徴 色調 胎 土 備考
器 高

1
土師器

杯底部
78 (12)

滅
滅

磨
磨

面

面

牛

勺

21・ 面 :25Y7/3浅黄色

内面 :25Y5/3黄 褐色
やや密

ルgO〉g

番 号 器 種
法 量 (cI,

形態。手法の特徴 色 調 月台土 備考
器 書

l
弥生土器

藍
(77)

外面 t磨滅,黒斑

内面 :磨滅

外面 ■OY2/1黒色

内面 ■OYR8/2灰 白色

やや密,2mm以下の長石,石夢
を少量含む。

弥生土器

奪
(27)

外面:磨滅
内面:磨滅 日縁都:ヨヨナデ

面

面

外

内
lllYR6/4にぶい黄褐色
10YR6/4にぶい黄褐色

2mm以下の長石,雲母,角 閃7

を含む。

弥生土器
首林 (46)

■面:磨滅,ヨコナデ
勺面:ヨヨナデ

面

雨

10YR6/4に ぶい貢褐色

itlYR6/4にぶい苦褐色

2mm以下の長石,雲母,角 閃7
歩合 か

管状土錘 朴面 :黒斑 ,ナデ 卜面 125Y7/3浅黄色
lcll大 の月ヽ石,4mm以下の長

石,石英を多く含む。

NEOg

番 号 器 種
法量 (cll,

形態・手法の特徴 色 調 月台土 備考

l 珊確
面

面

ヨコナデ
ナデ,接合痕

面

面

10Y2/1黒色
1∝R8/2灰 白色

下の長石 ,石英を含む。

2
察恩需

壷 口縁部

■面:凹線3条 ,柿描波状文
勺面:回転ナデ

外面 :N4/0灰色

内面 :25Y6/1黄 灰色

密,2mm以下の長石,石英をD
量含む。

3
須恵器

書 □ 揚 部
(33)

朴面:回 転ナデ
勺面:自 然釉付着,回転ナデ

外面 :N6/O灰色

内面N6/0灰 色 :

密

4
須恵器

杯底部
(22)

外面 1回転ナデ

内面 :回転ナデ

面

面

外
ハ

N6/0灰 色
N7/0灰 角

密

5
黒色土器

椀底部
(20)

外面

内面

滅
デ

磨

ナ
牛面 :10YR5/3に ぶい黄褐色

勺面 :N17/1黒 色
やや密

NⅨ δβθノ

番 号 器 種
伝 量 (卿 )

形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考

ユ
土師質土尋

脚部
(95) 外面:指ナデ 外面■llYR7/3に ぶい黄橙色 1～2mmの長石,石英を含む。

И五とF dDθ7

番 号 器 種 形態・手法の特徴 色調 胎土 備考
口径 I底径 1器高

1
須謡

杯
15

外面:ナデ
内面:ナデ

面

面

N7/0灰 自色
N7/0灰 白色

陪良密

2
須恵器

杯

画

面

外

内
ナデ
ヨヨナブ

面

面

N7/0灰 自色
1～ 2mm石英,長石を含む。

3
須恵器

皿
(10)

外面 :ナデ

内面 1体都 :ナデ,底部 :ナ デ

■面 :N6/0灰色

勺面 :

lmm以下の石英,長石を含む。

-57-



4
須恵器

壺
t02 卜面 :体部 :ナデ,底部 :ケズリ

村面 :体部ナデ 底都 :ナ デ
十面N6/O灰色

匈面 :N6/0灰色
密

5
付

炉

染

香
(20)

薗

雨

薬

須
10Y3/1灰 自色
緑色

窪
口縁部外面
囲ナ穆寸

6
染付
/1、 ulll

(15)
ⅢHI:

勺而 :

舶薬■OY3/1灰 色

L絵 :赤色
精良密

7 期
続

面

面

本

勺
的薬 :N8/0灰 自色

ミ須 :紺色
晴良

衛に梅 圏線6条

□方欅文

8 却
碗

(50)
面

面

外

内

胎土 :N8/0灰 白色

釉薬 ■OGY8/1明 緑灰色

具須 ■OGY8/1明緑灰色

重網 目文

9 却
碗

114
面

面

外
内

ldI薬 :7 5GY3/1明 緑 灰 色

ユ箔 紺 魯 吉良密 電線

隣
著

(20)
面

面

ヨヨナデ
ヨヨナデ

画

面

外

内
7 5YR3/2黒 褐色
2 5YR5/6明 赤褐色

底部糸切り

肥前系陶器

碗
(12)

面

面

地

色

面

兼

釉

断

25Y8/2灰 白色
7 5YR4/2灰 褐色
5YR7/3にぶい橙色

密

明石焼
揺鉢

(22)
木面 :ケズリ

芍面 :

面

面

外
内

lll■R4/1褐 灰色
75R5/3にぶい赤褐色

2mm以下の石英,長石を合む。
村面使用による

秦滅

肥前
刷毛目鉢

小面 :

勺面 :

上

薬

胎

釉
10R5/4赤褐色
2戯R2/2極赤褐色 ,

2弱R2/2極赤褐色

溶 ,1毛 目

瓦質土器
土釜

(19)
外面

内面

挙ア
いア

ナ

ナ

面

面

N4/0灰 色
N5/0灰 i 否

瓦質土器

土釜
(21)

一ア
デ

ナ

ナ

面

面

外

内
牛面 :7瞬《4/2灰掲色

村面 17 5YR4/2灰褐色
雪

凡負 主喬

鍋
(261

デ

デ

ナ

ナ

面

面

朴

勺
小面 :N3/暗 灰
勺面 :10YR4/1褐 灰

lmm以下の石英,雲母を含む

17
瓦質土器

火鉢

デ

奉ア

ナ

ナ

面

面

外
内 ハケメ

面

面

牛

勺
N4/0灰 色
N4/0灰 代

彗

瓦質土器

火鉢
352 (68)

外面 :ナデ

内面 :ナ デ,指頭圧
外面 :N3/0暗灰色

内面 :N3/0暗灰色
彗 ■文

瓦質土器
(301

面

面

外
内

ナデ
ナデ

面

面

外

内
5Y2/1黒色
5Y2/1黒色

0 5HIm以下の石英,長石,雲
母,角 閃石を含む。

瓦質土器
焙烙

十面 :日 縁部 :ヨヨナデ ,体部 i指頭圧反

角面 :口 縁部 :ヨ ヨナデ 体部 :ョヨナデ

面

面

外

均
25Y5/1貢灰色

密

瓦質土器

焙烙
382 小面 :日 縁部 :ヨ コナデ,体部 :指頭圧痕

勺面 :日 縁部「ヨヨナデ,体都 :ヨヨナデ

面

面

N3/0暗灰色
密

土師器

火鉢

デ
デ

ナ

ナ

面

面

面

面

7 5YR8/4浅 黄橙色 14un以 下の石英,長石,雲母 ,

角閃石を含む。

豚 SKθ′

番号 器種 形態・手法の特徴 色調 胎 土 備考

1
土師器

鍋
288 ホ面 :ナデ

勺面 :ナデ
牛面 :7 5YR5/2灰褐色

勺面 :7 5YR5/2灰褐伸

lmm以 下の石英 ,長石 ,雲母を

含,F^

2 鞘謗
いア
いア

ナ

ナ

面

面

外

内
朴面 :7 5YR3/3暗褐色
対面 :5PB5/1音 灰色

lmm以 下の石英,長石,雲母を
全ユ,

墜 餌 0ヱ

番号 器種 形態 。手法の特徴 色 調 胎 土 備考

1
鮒

一甲

画
面

冶土 :N7/灰 自色

髄薬 :2 5CY6/1オリーブ灰色

2 隷
碗

128 (27)
牛面 :

勺面 :

土

薬

治

鮎

N7/灰 自色
7 5CY6/1緑灰魯

3 郷
皿

本面 :ナデ
再面 :ナデ

釉薬 :75Y8/1灰自色

呉須 :青灰色
胎十:25Y8/1灰白葎

管良

備前燒
/1ヽ布想希」

(33)
小面 iヘラクズリ,ナデ

勺面 :ナデ

面

面

外

内
10R4/4赤褐色
2限R5/1ホ灰色

lmm以下の石芙,長石を含む

士錢

番 号 器種 形態・手法の特徴 色 RH 胎土 備考

l
瓦質土器
すり鉢

(58)
面

面

外

内

面

面

75Y3/1灰 自色

75Y8/1灰 白 PI
lmm以 下の石英,長石を含む。

須恵器

長頸壷
外面 :指頭圧痕 ,ヨ ヨナデ

内面 !指頭圧痕 .ヨヨナデ
4面 :N5/0灰色
勺面 :N5/0反色

lmm以 下の石英,長石を少々
全すo

3 鶴構
面

面

外

内
ナデ
ナデ

小面 :N7/0灰 自色

勺面 :N7/0灰 白色
言良

土師器

鍋
278 (241

外面 :帽頭圧痕,粗いハケ
ハ面 :ヨ ヨ方向のハケ 指頭圧痛

面

面

牛

勺

llla5/41こ ぶい責褐色
25Y3/3淡黄色

1 5mm以 下の石英,長石,角 p

石を含む。

口縁部 :凹繰状
D線

報稽
外面 :

内面 :口 縁部 :ヨヨナデ

朴面 :N70灰 自色
警

須恵器

杯蓋

牛面 :ナデ

勺面 :ナデ
朴面 :N70灰 自色

勺面 :N7/0灰 白色
雪

7
須恵器

杯蓋
132 牛面 :回 転ナデ

勺面 :回 転ナデ
外面 :N5/0灰色

内面 :N4/0灰色
1～ 2mmの 石英 ,長石を含む。

須恵器

杯諄
(32)

牛面 :口 縁部 :ナ デ,底部 :ヘラケズリ
而ヽ !ナデ

面

面

外

内
N6/0灰 色
N7/0灰 白色

蕗

9
須恵器
泳身 (17)

面

面

面

面

N70灰 自色
N6/O灰 梅

跨

須恵器

杯身

外面 :ナデ

内面 :ケズリのちナデ

面

面

N7/0灰 自色
N6/0灰 色

密

-58-



察思器

沫

卜面 1ヨヨナデ,ヘラケズリ
勺面 :ヨヨナデ

外面 :N6/0灰色

内面 IN6/0灰色
密

期
碗

面

面

釉薬 :透明釉

呉須 :紺色

胎± 175Y8/1灰 白色

窪

須恵器
溝然 (31)

71・面:日 縁部:ヨヨナデ
有面:日 縁部:ヨヨナデ

面

面

外

内
N6/0灰 色
N7/0灰 自色

吉良密

須部

杯蓋
123)

デ

うア

ナ

ナ

面

面

外

内

面

百

N6/0灰 色
雨氏/6匝 41

須恵器

杯
154

面

面

朴

為
回転ナデ

回転ナデ

小面 IN5/0灰色

勺面■llYR7/1灰 白色

1～2mm以下の石英,長石を導
む。

須恵器

皿
(141

面

面

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

面

面

外

内
N7/0灰 自色
N7/0灰 白色

情良

17
弥生土器

壼底部
(34)

牛面 :底部 :指頭圧痕
芍面 :底部 !摩滅のため不明

朴面 :75Y2/1黒 色

Å面 :5Y6/1灰 色

3mm以 下の石英,長石,角 閃7
予合 ,「 _

泥面子 罠さ:29,幅 :305,厚 さ:07
面

面

5YR6/6橙色
7 5YR3/4浅 責橙色

】mm以下の石英,長石を含む。

閉区側溝掘音げ

番号 器 種 郷          形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備考

1 スクレイノく― 長さ:7 3cll,幅 :2 5cll,厚さ 1 0cll,重さ261g
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図
版
１
　
遺
跡
航
空
写
真

I・ I区全景 (北 か ら)

Ⅳ・ V・ Ⅶ 区全景 (南 から)

Ⅲ区全景 (北 から) V区 第 2遣構面,Ⅵ 区全景 (北 から)



I区 東壁土層堆積状況

図
版
２
　
連選
構
写
真

（Ｉ

・
Ⅱ
区
）

'||―
■{離 4-||  | |   

―
 || ,I ⅢⅢII1111t

I区 10層 土器 出土状況 1

輩一駆

I区 西壁土層堆積状況

I区 呵0層 土器出土状況 2

I区 10層 木質遺物出土状況 I tt SR01(北 から)

Ⅱ区 SR 02(東 から) I tt ST01遺物 出上状況
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・
皿

・
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区
）

Ⅲ区 SX01(西 か ら)Ⅲ区 SK04・ 05(北 から)

I tt SK01遺 物出土状況 I[Z SK02

Ⅲ区 SB 01(東 から) V区 全景 (南 から)

Ⅳ [Z SE01 V区 低地完掘状況 (南 から)



V tt SD 201(北 か ら) (北 から)

~|サ
饗 ‐

~‐

逮 ,Ⅲ ■ ■「i

茂簸iとざ

Vtt SD103・ 104(北 か ら)

図
版
４
　
遺
構
写
真

（皿

・
Ｖ
区
）

Vtt SD102(西 か ら )

Vtt SD203(南 から)

Vtt SD101(北 か ら)

Ⅲ区 SD 01(東 から) Ⅲ区 SD 02(東 から) Ⅲ区 SD 03(東 から)



図
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遺
構
写
真

（Ⅶ
区
）

善豊≒ヨ与彗笠:章慧雛森憲:|::―

争11=塊,|

Ⅶ 区 全景 (南 か ら) Ⅶ 区 全景 (北 から)

Ⅶ区 東壁土層堆積状況 Ⅶ区 SX01・ SK01完掘状況 (東 から)

Ⅶ区 SX01土 層堆積状況 (東 から) Ⅶ区 SD 01完 掘状況 (西 から)

Ⅶ区 SD 01土層堆積状況 Ⅶ区 北半鋤清群完掘状況 (東 から)
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１

l SR 01 ・ 02出 :上 ■ :器

2 Ⅱ区 SK01出土土器

3 1 tt ST01出 土土器
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２

I区 10層 出土土器 1
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遺
物
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真
３

I区呵0層 出土上器 2



図
版
９
　
遺
物
写
真
４

I区 10層 出土上器 3



図
版
１０
　
遺
物
写
真
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2 1区 10層 出土木製品

28‐ 103

I区 10層 出土上器 4

29-145

3 Ⅶ区土壌層出上土器
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